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1 1 人称 
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前舌 中舌 後舌 
軟音 硬音 軟音 硬音 軟音 硬音 
狭 i ī   u ū 
半狭  e    o 
中央   ə    
半広  ɛ    ɔ 
広      ɑ 
 
ヒンディー語の子音 
 唇音 歯音 歯茎音 そり舌音 硬口蓋音 軟口蓋音 声門音 
破裂音 
無声 無気 p t  ʈ  k  
無声 有気 ph th  ʈh  kh  
有声 無気 b d  ɖ  g  
有声 有気 bh dh  ɖh  gh  
鼻音 有声 無気 m n  ɳ  ŋ  
震え音 有声    r     
側面音 有声 無気   l     
破擦音 
 
無声 無気     c   
無声 有気     ch   
有声 無気     j   
有声 有気     jh   
有声 無気     ɲ   
歯擦音 無声   s  ʂ ʃ   
摩擦音 
無声  ʄ      x 
有声    z   ɤ h 
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表 1‐1 2006 年海外日本語教育機関調査 速報値(国際交流基金) 
初・中等教育 高等教育 学校教育以外 総数 
機関 教師 学習者 機関 教師 学習者 機関 教師 学習者 機関 教師 学習者 
20 21 1,001 13 36 1,444 73 312 8,566 106 369 11,011 
 
表 1‐2 2012 年海外日本語教育機関調査 速報値(国際交流基金) 
初・中等教育 高等教育 学校教育以外 総数 
機関 教師 学習者 機関 教師 学習者 機関 教師 学習者 機関 教師 学習者 



















図 1 品詞別に見た誤用の割合(寺村誤用例集 DB より) 
 
                                                          
1 ｢外国人学習者の日本語誤用例の収集・整理と分析｣の資料をまとめた報告書であり、その PDF
































表 2 インド人日本語学習者の助詞に関する誤用(寺村誤用例集 DB より) 
  ×
○ 





に  11 5 11 25 1  1 3     9 
が 10  2 12     24 3   1 15 
の 6 2  2 2    1     28 
を 11 15 1      3    1 4 
で 17 1 1 1   2     1  6 
と 4  2           1 
から        1      3 
へ               
は 5 15 1  2         55 
も  2  1          3 
にとって               
に対して               
として               
φ 7 4 18 2 2 1 1  4 2  1   












                                                          
3 ｢×に→○で｣は 17 例、｢×で→○に｣は 25 例であった。 




























う変化していくかを観察する縦断研究である(Doi & Yoshioka 1990、石田 1991、松田・斉
藤 1992、Sakamoto 1993、久保田 1994、井内 1995、八木 1996)。｢は、が、を｣に関して言
えば、多くの研究は、一様に｢は｣や｢を｣のほうが｢が｣より正用率が高いと報告しているが










一般化が難しい。特に｢を｣の正用率は、グループ 1 では 70.7％であるのに対して、グループ
2 では 88.6％であった。 
二つ目は、格助詞使用の実態調査であり、これらの研究は、誤用の種類別傾向(混同・脱落・
誤追加)または意味機能別傾向(主体・対象・原因・場所等)を調査しているもの(市川 1993、
細川 1993、久保田 1994、杉本 1997、生田・久保田 1997、坂口 2004、ハネーム 2013、永























































































































































































































                                                          



















































































































































































































                                                          
7 日本語能力試験を参考に作成した四肢選択の文法テスト、及び筑波大学留学生センターが開発
した紙版 SPOT(Simple Performance-Oriented Test)の得点に基づき 3 群に分けている。平均得






















































                                                          
8 中国語母語話者の場合は学習期間別(初級：2 年生(66 名)、中級：3 年生(57 名)＋4 年生(41 名))
の情報があるのに対し、韓国母語話者(初級：33 名、中級：29 名)とマラーティー語母語話者(初

























自動詞｣)を指摘するものもあれば(鈴木 1978、杉本 1997、坂口 2004 など）、動詞の
自他と関係なく現れる誤用を指摘するもの(永井 2015)もある。前者は、自動詞と他動
詞との取り違いからくる場合が多いとし、後者は母語の体系から影響を受けたことが原















になりやすいと指摘する研究がある(鈴木 1978、久保田 1994、杉本 1997)。また、日
本語の格助詞に対応する母語の格標識を手がかりに助詞を選択するストラテジーも報











































































































































第 2 章 他動性と誤用の予測 
格助詞｢を｣の習得を研究する以上、他動性に触れずに論を進めることはできない。本章で





































Ⅲ．(a)  関与している事物(人物)が二つある。すなわち、動作主と対象物である。 
(b)  動作主に意図性がある。 
(c)  対象物は変化を被る。 

























































表 4 Hopper & Thompson(1980)：他動性のパラメーター 
 








 高い             低い 
A. Participants（参加者） 2 人：動作主と対象 1 人 
B. Kinesis（動作様態、動き） 動作 非動作 
C. Aspect（アスペクト） 動作限界あり 動作限界なし 
D. Punctuality（瞬間性） 瞬間 非瞬間 
E. Volitionality（意図性、意志性） 意図的 非意図的 
F. Affirmation（肯定） 肯定 否定 
G. Mode（現実性） 現実 非現実 
H. Agency（動作能力、動作主性） 高い 低い 











この定義では、Hopper & Thompson のパラメーターの内、Participants、Kinesis、




























のバリエーションには一定の秩序があると報告し、表 5 で示す二項述語階層を提案した3。 
表 5 二項述語階層(角田(1991:101)を一部修正) 




知覚 追求 知識 感情 関係 能力 







































































































が挙げられる。より具体的に言うと、動作は 1 類では実際に相手に達するが、2 類の｢知覚｣
では達しないので、1 類のほうが 2 類よりも、対象に及ぶ。また、2 類では視覚・聴覚で対










































































































語、自動詞構文を含む｢semantic map for transitivity splits｣(Malchukov, 2005:113)
を提案している。この｢semantic map｣には、｢社会的相互作用｣、｢再帰｣、｢中間｣、｢自
発｣のような新しい意味カテゴリーが加えられており、角田(1991)における｢直接影響











図 4 ｢semantic map for transitivity splits｣(Malchukov 2005:113) 
 





                                                          
8 角田(1991)では、｢太郎が花子を殺した｣のような他動詞文においても、｢太郎が転んだ｣のよう
な自動詞文においても、動作が故意である解釈も故意でない解釈も読みとれると指摘されている。

















































(1) a. raam=ne (muddaam) kap         {phoD-l-aa          /*phuT-l-aa} 
ラム=ERG (わざと)   カップ.M.SG {壊す-PERF.M.SG.NOM／*壊れる-PERF.M.SG} 
ラムはコップを(わざと)割った。 
b. raam=caa  haat-un        {(*muddaam)/(nakaLat)}   kap  
ラム=GEN 手. .M.SG-から {(*わざと) ／(うっかり)} カップ.M.SG 















表 6 動作主と被動作主の意味的特徴 
 Agent(動作主) Patient(被動作主) 
Volitionality(意志性) 高 低 
Instigation(働きかけ性) 高 低 







(2) a. Ich        habe den   teller  zerbrochen            ［ドイツ語］ 
   1.SG.NOM 助動詞 ACC お皿  割る.PTCP 
   私はお皿を割った。 
b. Mir ist der teller zerbrochen 
1.SG.DAT コピュラ NOM お皿  割る.PTCP 
私はお皿をうっかり割ってしまった。 
(3) a. Zamira.di   get’e  xa-na                    ［レズギ語］ 
   Zamira.ERG 壺   割る-AOR 
   ザミラは壺を割った。 
b. Zamira.di-waj  get’e  xa-na 
   Zamira.ADEL  壺   割る-AOR 

























































                                                          
1 2001 年に実施された国勢調査の結果(http://www.censusindia.gov.in/Census_Data_2001/ 
Census_Data_Online/Language/Statement1.aspx)による。 












が、‘ -ī ’で終わる男性名詞(‘sɑthī’(友人))や‘ -ɑ’で終わる女性名詞(‘ciɽiyɑ’(鳥))も見られる。 
名詞の単数形・複数形は、男性名詞の場合，単数形が‘-ɑ’で終わるか終わらないか，女性名




表 7 名詞の語形変化 




































                                                          
4 ne, ko, mẽ などの機能語を‘clitic(接語)’と称する先行研究(Mohanan 1994, Butt & King 2004, 







表 8 修飾成分(指示代名詞と形容詞)の語形変化 








yəh   purɑnɑ    kəpɽɑ 
この 古い.M.SG 布.M.SG 
is       purɑne       kəpɽe + 接語 
この.OBL 古い.M.SG.OBL 布.M.SG.OBL 
ye       purɑne    kəpɽe 
これらの 古い.M.PL 布.M.PL 
in         purɑne        kəpɽõ + 接語 
これらの.OBL 古い.M.PL.OBL 布.M.PL.OBL 
その
他 
yəh   purɑnɑ   ghər 
この 古い.M.SG 家.M.SG 
is       purɑne        ghər + 接語 
この.OBL 古い.M.SG.OBL 家.M.SG.OBL 
ye       purɑne    ghər 
これらの 古い.M.PL 家.M.PL 
in         purɑne        ghərõ + 接語 








yəh   purɑnī  kursī 
この 古い.F  椅子.F 
is        purɑnī   kursī + 接語 
この.OBL 古い.F  椅子.F.SG.OBL 
ye       purɑnī   kursīyɑ̃ 
これらの 古い.F  椅子 F.PL 
in            purɑnī   kursīyõ+ 接語 
これらの.OBL 古い.F  椅子.F.PL.OBL 
その
他 
yəh   purɑnī  kitɑb 
この 古い.F  本.F.SG 
is         purɑnī  kitɑb + 接語 
この.OBL 古い.F  本.F.SG.OBL 
ye       purɑnī   kitɑbẽ 
これらの 古い.F  本.F.PL 
in            purɑnī  kitɑbõ + 接語 




おける 4 つの名詞句はそれぞれ異なる格標識5でマークされている。 
(1) rɑm=ne                bəcce=ko            bɑgh=mẽ            gɑnɑ 









                                                          





(2) rɑm              film            dekh-e-gɑ  
ラーム.M.SG.NOM 映画.F.SG.NOM 見る.3SG-FUT-M.SG 
ラームが映画を見る。 
(3) rɑm=ne           film            dekh-ī  
ラーム.M.SG=ERG 映画.F.SG.NOM 見る-PERF.F.SG 
ラームが映画を見た。 
(4) ilɑ=ne            ənu=ko       /film=ko        dekh-ɑ 






(5) A. ɑj   kyɑ   kərɑ? 
今日 何  する-PERF.M.SG 
今日は何をした？ 






一般動詞は、文法機能に応じて 5 つの異なる形式を持つ。この 5 つの語形は、語幹に一定
の規則的な語尾を付加して形成される。‘sīkhnɑ’(習う)と‘gɑnɑ’(歌う)を例に、それらの形式






























表 10 動詞の活用形(Butt & Ramchand 2003) 





















ラ動詞、助動詞として機能する(今村 2017)。‘honɑ’の語形変化は、次の表 11 にまとめられ
る。 
  



















hu ̃gɑ/hu ̃gī 





the/ thi   ̃
hõge/hõgī 
hote/ hoti   ̃ hue/ hui   ̃
2PL.HON 
3PL 










(6) a. bəccɑ             bhɑg-ɑ 
男の子.M.SG.NOM 走る-PERF.M.SG 
男の子が走った。 
b. bəcciyɑ̃     bhɑg-i   ̃
女の子.F.PL 走る-PERF.F.PL 
女の子たちが走った。 
(7) rɑm              film            dekh-e-gɑ            ［(2)の再掲］ 
ラーム.M.SG.NOM 映画.F.SG.NOM 見る.3SG-FUT-M.SG 
ラームが映画を見る。 
(8) rɑm=ne           film            dekh-ī              ［(3)の再掲］ 
ラーム.M.SG=ERG 映画.F.SG.NOM 見る-PERF.F.SG 
ラームが映画を見た。 
(9) ilɑ=ne            ənu=ko        /film=ko        dekh-ɑ       ［(4)の再掲］ 
                                                          










(10) rɑm              gɑ    uʈh-ɑ                   ［V1+ V2］型 
ラーム.M.SG.NOM 歌う 上がる-PERF.M.SG 
ラームが歌い出した。 
(11) rɑm=ne           kəmrɑ          sɑf     ki-yɑ          ［ADJ+V］型 
ラーム.M.SG=ERG 部屋.M.SG.NOM きれい する-PERF.M.SG 
ラームが部屋をきれいに(掃除)した。 
(12) rɑm=ne           rəvī=kɑ         pīchɑ            ki-yɑ      ［N+V］型 









                                                          
8 以下の例文 1 は典型的な他動詞構文であり、アスペクトは過去完了であるため主語が能格を取
る。一方、1’は‘beʈh-’(座る)という軽動詞をつけることによって無意識的にやった動作を示し、典
型的な他動詞構文(N+能格 N+主格/対格 Vt)を取らず、主語が能格ではなく、主格で標示される。 
1. rɑm=ne           rotī             khɑ-yī 
ラーム.M.SG=ERG パン.F.SG.NOM 食べる-PERF.F.SG 
ラームがパンを食べた。 
1’. *rɑm=ne           /rɑm              rotī              khɑ      beʈh-ɑ 









と呼ばれる他動詞を形成するもの(表 12 の類 1)9と、語幹自体が母音交代を起こすもの(表
12の類 2と 3)、また接尾辞の付加と母音交代の両方を見せるペア(表 12の類 4と 5)がある。
さらに、数は少ないが、同形のペア(表 12 の類 6)もある。 
語彙動詞に接辞‘-vɑ’を付加することで形成される文法的使役動詞も存在する。これらは第
二使役形(second causative)と呼ばれ、非使役に‘-vɑ’が付加されるもの(表 12 の類 1～3)と、
第一使役形に‘-vɑ’が付加されるもの(表 12 の類 4 と 5)の 2 パターンがある。 
表 12 非使役・第一使役・第二使役の形態的分類(Balchandran 1971) 
類 非使役 第一使役 第二使役 
1. uɽ-（飛ぶ） uɽɑ-（飛ばす） uɽəvɑ-（飛ばせる） 
2. kəʈ-（切れる） kɑʈ-（切る） kəʈvɑ-（切らせる） 
3. ruk-（止まる） rok-（止める） rukəvɑ-（止めさせる） 
4. nɑc-（踊る） nəcɑ-（踊らせる） nəcəvɑ-（－） 
5. ro-（泣く） rulɑ-（泣かせる） ruləvɑ-（－） 







                                                                                                                                                                                    
また、例文 2 は、軽動詞‘kɑrnɑ’(=する)が文頭に現れ、N との分離が可能であることを示して
いる。[V1+V2]型と[ADJ+V]型の場合も同様である。 
2. ki-yɑ             rɑm=ne           rəvī=kɑ            pīchɑ 
する-PERF.M.SG ラーム.M.SG=ERG ラビー.M.SG=GEN 追求.NOM 
ラームがラビーを追っていた。 
9 この類のペアが最も多く、母音交代を起こすペアは限られている(Kɑchru, 2006:6)。 
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(13) gɑɽī         ruk-ī                          ［自動詞］ 
車.F.SG.NOM 止まる-PERF.F.SG 
車が止まった。 
(14) dərivər=ne    gɑɽī         rok-ī                   ［直接使役］ 
運転手=ERG 車.F.SG.NOM 止まる.CAUS-PERF.F.SG 
運転手が車を止めた。 
(15) mã=ne   dərivər=se    gɑɽī         ruk-vɑ-yi             ［間接使役］ 
母=ERG 運転手=INST 車.F.SG.NOM 止まる-CAUS-PERF.F.SG 
母が運転手に車を止めさせた。 
 




表 13 ヒンディー語の使役形 
  直接使役形 間接使役形 
affected 自動詞 ruk（止まる） rok rukvɑ 
affected 他動詞 khɑ（食べる） khilɑ khilvɑ 
effective 他動詞 rəkh（置く） - rəkhɑ／rəkhvɑ 




語順は、無標とされる基本語順の他に、以下の 3 種類に分類可能である(Bhatt, 2016:506）。
なお、ここまでは全てのグロスを詳しく表記したが、煩雑で読みにくくなることを避けるた
め、以下では支障のない範囲で簡略に表記する。 
① 基本語順(【S IO DO V】)： 
(16) ilɑ=ne       ənu=ko    hɑr                  bhej-ɑ. 




② 主語より下の階層のかき混ぜ構文(【S DO IO V】)： 
(17) ilɑ=ne       hɑr                  ənu=ko    bhej-ɑ. 
イラー=ERG ネックレス.M.SG.NOM アヌ=DAT 送る-PERF.M.SG 
イラーがアヌにネックレス(特定・*不特定)を送った。 
 
③ かき混ぜが主語より上の階層に起こるパターン(【IO S DO V】、【DO S IO V】、【IO DO  
   S V】、【DO IO S V】の 4 パターン)： 
(18) ənu=ko    ilɑ=ne       hɑr                  bhej-ɑ 
アヌ=DAT イラー=ERG ネックレス.M.SG.NOM 送る-PERF.M.SG 
アヌにイラーがネックレスを送った。 
(19) hɑr                   ilɑ=ne      ənu=ko    bhej-ɑ 
ネックレス.M.SG.NOM イラー=ERG アヌ=DAT 送る-PERF.M.SG 
ネックレス(特定・*不特定)をイラーがアヌに送った。 
(20) ənu=ko    hɑr                  ilɑ=ne       bhej-ɑ 
アヌ=DAT ネックレス.M.SG.NOM イラー=ERG 送る-PERF.M.SG 
アヌにネックレス(特定・不特定)をイラーが送った。 
(21) hɑr                   ənu=ko   ilɑ=ne       bhej-ɑ 
ネックレス.M.SG.NOM アヌ=DAT イラー=ERG 送る-PERF.M.SG 
ネックレス(特定・*不特定)をアヌにイラーが送った。 
 
④ 述語が文末以外の位置に現れるパターン(18 パターン10)： 
(22) ilɑ=ne       bhej-ɑ           ənu=ko    hɑr 















(23) a. ilɑ=ne     [ənu=ka         bhej-ɑ           hɑr] 




b. *ilɑ=ne     [hɑr                 ənu=ka        bhej-ɑ] 
イラー=ERG ネックレス.M.SG.NOM アヌ=GEN.M.SG 送る.PERF.M.SG 
pehnɑ 
着ける.PERF.M.SG 
(24) ənu=ko    rɑm         soc-tɑ             hɛ         [ki          
アヌ=DAT ラーム.NOM 思う-IMPERF.M.SG PRES.3.SG  補文マーカ 
ilɑ=ne     hɑr                  bhej-ɑ] 






として認める立場(kachru 2006 など)、後者は、格には屈折接辞、接語と後置詞の 3 階層が
あると主張する立場(Masica 1991、Butt & King 1991、Mohanan 1994 など)である。上述
したように、直格は無標示で、斜格は屈折接辞‘ø’、‘-e’、‘-õ’が付いて11、名詞句の構成素とな









表 14 接語と後置詞の種類 
接語 ne (能格), ko (対格・与格), se (具格・共格), k- (属格), mẽ (所格 1), pər (所格 2)13 
後置詞 
ke14＋位置を表す名詞(～の前、～の隣など), ke liye(～のため), ke dvɑrɑ(によ





3.2.1. ø の用法 
ø は、直格の場合主格を示し、他動詞と非能格動詞の動作主(＝主語)、他動詞の被動作主(＝
目的語)、及び非対格動詞の対象(＝主語)を表す。 
(25) rɑm         ənu=ko    bhej-e-g-ɑ 
ラーム.NOM アヌ=ACC 送る-3.SG-FUT-M.SG 
ラームがアヌを行かせる。                  ［他動詞文の動作主］ 
(26) rɑm         bhɑg-e-g-ɑ 
ラーム.NOM 走る-3.SG-FUT-M.SG 
ラームが走る。                ［自動詞文(非能格動詞)の動作主］ 
(27) rɑm=ne      ciʈʈhī          bhej-ī  
ラーム=ERG 手紙.F.SG.NOM 送る-PERF.F.SG 
                                                          
12 そのテストとして、等位接続ができるかどうか、及び emphatic particle ‘hi’の挿入が可能かど
うかの 2 つが挙げられており(Ahmed 2006:8-9)、屈折接辞が等位接続も名詞と屈折接辞の間へ
の‘hi’の挿入も不可能であるのに対し、接語の場合は、可能である。 
13 所格 1と所格 2は、同じ所格ではあるが、述語によって用いられる格標識(接語)が異なるため、
述語の格枠組みを示す際その区別ができるように用いたものである。 
14 ke は、属格の複数形である。 
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ラームが手紙を送った。                  ［他動詞文の被動作主］ 
(28) ciʈʈhī           pəhũc-ī 
手紙.F.SG.NOM 届く-PERF.F.SG 
手紙が届いた。                 ［自動詞文(非対格動詞)の対象物］ 
 
また、Kachru(2006: 107)では ø の形で現れる接語も認められている。このような無標示
の接語は、主格の ø と異なり、斜格の形を取った時間と場所の副詞句に後接される。 
(29) tum  məhīnõ15         kəhɑ̃   ɤɑyəb    rəh-te            ho? 
2.SG 数か月.M.PL.OBL どこ  行方不明 PROG-2.SG.IMPF PRES.2.SG 
数か月どこにいたの？                     ［時間の副詞句］ 
(30) vəh   əgle       sɑl   həmɑre16          ghər          rəh-e-g-ī 
3.SG 次.M.OBL 年  私達.POSS.M.OBL 家.M.SG.OBL 泊まる-3.SG-FUT-F.SG 
彼女は私たちのうちに泊まる。               ［場所(存在)の副詞句］ 
(31) ləɽkɑ        əpne           ghər          cəlɑ             gə-yɑ 
男の子.NOM 自分.POSS.OBL 家.M.SG.OBL 歩く-PERF.M.SG 行く-PERF.M.SG 









(32) rɑm=ne     /*ø     ənu=ko   bhej-ɑ 
ラーム=ERG/*.NOM アヌ=ACC 送る-PERF.M.SG 
ラームはアヌを送った。                    ［他動詞(完了形)］ 






(33) rɑm ø      /*=ne   ənu=ko    bhej-e-gɑ 
ラーム.NOM/*=ERG アヌ=ACC 送る-3.SG-FUT-M.SG 
ラームはアヌを送る。                    ［他動詞(未完了形)］ 
(34) rɑm ø      /*=ne   bhɑg-ɑ 
ラーム.NOM/*=ERG 走る-PERF.M.SG 






(35) rɑm ø      /*=ne   miʈhɑī           lɑ-yɑ 
ラーム.NOM/*=ERG お菓子 F.SG.NOM 持ってくる-PERF.M.SG 
ラームがお菓子を持ってきた。 







という意味解釈が生じる(Butt & King 1991、Mohanan 1994、Bashir 1999)。 
(37) vo         cīx-ɑ 
3.SG.NOM 叫ぶ-PERF.M.SG 
彼が(非意図的に)叫んだ。 








(39) nɑdyɑ=ko          zu               jɑ-nɑ          hɛ 
ナディヤ.F.SG=DAT 動物園.M.SG.OBL 行く-INF.M.SG PRES.3.SG 
ナディヤには動物園に行く希望・義務がある。 
(40) nɑdyɑ=ne          zu               jɑ-nɑ          hɛ 
ナディヤ.F.SG=ERG 動物園.M.SG.OBL 行く-INF.M.SG PRES.3.SG 










(41) ənu=ne    nɑdyɑ=ko    /*ø      dekh-ɑ 
アヌ=ERG ナディヤ=ACC/*.NOM 見る-PERF.M.SG 
アヌがナディヤを見た。                    ［特定で有生名詞］ 
(42) ənu=ne    gɑɽī=ko          dekh-ɑ 
アヌ=ERG 自動車.F.SG=ACC 見る-PERF.M.SG 




(43) ənu=ne    ɑik   bəccɑ           dekh-ɑ 
アヌ=ERG 一  子供.M.SG.NOM 見る-PERF.M.SG 
アヌが一人の男の子を見た。                 ［不特定で有生名詞］ 
(44) ənu=ne    vo   film            dekh-ī 
アヌ=ERG その 映画.F.SG.NOM 見る-PERF.F.SG 
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アヌがその映画を見た。                    ［特定で無生名詞］ 
(45) tum       gɑy          le    jɑ-o 
2.SG.NOM 牛.SG.F.NOM 持つ 行く-2.PL.IMP 













(46) ənu=ne    nɑdyɑ=ko     ciʈʈhī           d-ī 
アヌ=ERG ナディヤ=DAT 手紙 F.SG.NOM あげる-PERF.F.SG 
アヌがナディヤに手紙をあげた。             ［受領者、間接目的語］ 
(47) rəvī=ko    īnɑm         mil-ɑ 
ラビ=DAT 賞.M.SG.NOM 受ける-PERF.M.SG 
ラビが賞を受賞した。                     ［受領者、主語］ 
(48) rəvī=ko    bhukh          lɑg-ī 
ラビ=DAT 空腹.F.SG.NOM 付く-PERF.F.SG 
ラビはお腹が空いた。                     ［経験者、主語］ 
(49) nɑdyɑ=ko      ye   kitɑb        cɑhīye 
ナディヤ=DAT この 本 F.SG.NOM 欲しがる.perc 








(50) cor             rɑt=ko      ɑ-yɑ 
泥棒 M.SG.NOM 夜.F.SG=に 来る-PERF.M.SG 
泥棒が夜に来た。                            ［時点］ 
(51) sɑmɑn          ghər=ko     pəhũc  gə-yɑ 
荷物 M.SG.NOM 家.M.SG=に 着く  行く-PERF.M.SG 
荷物がうちに届いた。                       ［移動の目標］ 
(52) log           ghu ̄m-ne=ko      gə-ye 
人.M.PL.NOM 散歩-INF.OBL=に 行く-PERF.M.PL 
人は散歩に行った。                           ［目的］ 
(53) nɑdyɑ=ne      cɑy           bənɑ-ne=ko      kəh-ɑ 
ナディヤ=ERG 紅茶.F.SGNOM 作る.INF.OBL=と 言う-PERF.M.SG 
ナディヤが紅茶を作るように言った。            ［命令及び依頼の内容］ 
 
付加詞に付く‘ko’は他の接語との置き換えが可能である。例えば、(50)は、所格 1 の‘mẽ’と








(54) vo         kərɑcī=se      ɑ-yɑ 
3.SG.NOM カラチ市=ABL 来る-PERF.M.SG 
彼はカラチ市から来た。                         ［起点］ 
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(55) vo         bɑgh=se         guzər-ɑ 
3.SG.NOM 公園.M.SG=ABL 通る-PERF.M.SG 





(56) us=ne      cɑbī=se       dərvɑzɑ         khol-ɑ 
3.SG=ERG 鍵.F.SG=INST ドア.M.SG.NOM 開ける-PERF.M.SG 
彼は鍵でドアを開けた。                     ［道具・手段］ 
(57) us=ne      nokər=se     dɑrvɑzɑ        khul-vɑ-yɑ 
3.SG=ERG 召使い=INST ドア.M.SG.NOM 開く-CAUS-PERF.M.SG 
彼はお使いさんにドアを開けさせた。           ［間接使役文の被使役者］ 
(58) us=se       dərvɑzɑ         nɑhī   khol-ɑ             jɑ-e-gɑ 
3.SG=INST ドア.M.SG.NOM NEG  開ける-PERF.M.SG 行く-3.SG-FUT-M.SG 
彼はドアを開けることができない。               ［可能表現の主体］ 
(59) dərvɑzɑ         us=se       khol-ɑ             gə-yɑ 
ドア.M.SG.NOM 3.SG=INST 開ける-PERF.M.SG 行く-PERF.M.SG 
ドアは彼によって開けられた。                 ［受動文の行為者］ 
(60) vo         tezī=se       bhɑg-ɑ  
3.SG.NOM 早さ.F=INST 走る-PERF.SG.M 




                                                          






(61) vo         mujh=se              ləɽ-ī 
3.SG.NOM 1.SG=COM/ABL/INST 喧嘩する-PERF.F.SG 
彼女は私と喧嘩した。                     ［動作の相手(1)］ 
(62) us=ne      mujh=se             kəh-ɑ 
3.SG=ERG 1.SG=COM/ABL/INST 言う-PERF.M.SG 
彼(女)は私に言った。                      ［動作の相手(2)］ 
(63) vo         sɑ̃p=se                  ɖər-tɑ             hɛ 
3.SG.NOM 蛇.SG.M=COM/ABL/INST 怖がる-IMPF.M.SG COP.PRES.3.SG 
彼は蛇を怖がる。                            ［原因］ 
(64) mɛ         tumhɑre        kəh-ne=se                    pərʈī=mẽ 
1.SG.NOM 2.SG=GEN.OBL 言う-INF.OBL=COM/ABL/INST パーティ=LOC 
gə-yɑ 
行く-PST.M.SG 
君がそう言ったからパーティに行った。                  ［理由］ 
(65) vo         mujh=se                ləmbī      hɛ 
3.SG.NOM 私.OBL=COM/ABL/INST 背が高い.F COP.PRES.3.SG 
彼は私より背が高い。                       ［比較の基準］ 
(66) vo         kəl   rɑt=se                 pɑɽ       rəh-ɑ             hɛ 
3.SG.NOM 昨日 夜.F.SG=COM/ABL/INST 勉強する PROG.PERF.M.SG PRES.3.SG 







                                                          
18 このような用法に対して｢具格・奪格・共格｣のラベルを付与する先行研究がほとんど見られず、






(67) ilɑ          ghər=mẽ       hɛ 
イラー.NOM 家.M.SG=LOC COP.PRES.SG  
イラーは家にいる。                        ［存在の場所］ 
(68) ilɑ          ghər=mẽ        pɑɽ      rəh-ī             hɛ 
イラー.NOM 家.M.SG=LOC  勉強する PROG-PERF.F.SG PRES.3.SG 
イラーは家で勉強している。                    ［動作の場所］ 
(69) ilɑ=mẽ      himmət  hɛ 
イラー=LOC 勇気   COP.PRES.SG 
イラーは勇気がある。                         ［所有者］ 
(70) ilɑ          dəs   minəʈ=mẽ   pəhũc-e-gī 
イラー.NOM 十  分間=LOC  着く-3.SG-FUT-F.SG 





(71) kitɑb         mez=pər     hɛ 
本.F.SG.NOM 机.F.SG=LOC COP.PRES.SG 
本は机の上にある。                        ［存在の場所］ 
(72) ilɑ=ne       kitɑb        mez=pər      rəkh-ī 
イラー=ERG 本 F.SG.NOM 机 F.SG=LOC 置く-PERF.F.SG 
イラーは本を机(の上)に置いた。                   ［動作の場所］ 
(73) us=pər     bəhut  qɑrz   hɛ 
3.SG=LOC とても 恩義  COP.PRES.SG 
彼には深い恩義がある。                        ［所有者］ 
(74) ilɑ=ne       ənu=pər   bhərosɑ         ki-yɑ 
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イラー=ERG アヌ=LOC 信用.F.SG.NOM する-PERF.M.SG 








表 15 ヒンディー語における接語 
接語 格 文法関係 意味機能（対応する日本語の助詞） 
ø 
主格 
主語 動作主（が）［24, 25］、非対格動詞の対象物（が）［27］ 
目的語 対象（を）［26］ 
－19 副詞句 時間（ø, に）［28］、場所（で, に, へ）［29, 30］ 
ne 能格 主語 動作主（が）［31］ 
ko 





















相手（に, と）［60, 61］、間接使役文の被使役者（に, を）
［56］、受動文の行為者（によって, に）［58］ 
主語 可能表現の主体（が, に）［57］ 
mẽ 所格 1 
副詞句 場所（に, で）［66, 67］、範囲（で）［69］ 
主語 所有者（が, に）［68］ 
pər 所格 2 
副詞句 場所（に, で）［70, 71］ 







                                                          







(75) rɑm         rotī            khɑ-tɑ               hɛ  





(76) rɑm=ko      bhukh      lɑg-ī                  ［(48)の再掲］ 
ラーム=DAT 食欲.F.NOM 付く-PERF.F.SG 
ラームはお腹が空いた。 
(77) us=se       dərvɑzɑ        nɑhī    khol-ɑ             jɑ-e-gɑ   ［(57)の再掲］ 





(78) ənu=ne    nɑdyɑ=ko/*ø          dekh-ɑ              ［(40)の再掲］ 
アヌ=ERG ナディヤ=ACC/*.NOM 見る-PERF.M.SG 
アヌがナディヤを見た。 
(79) rɑm=ko      bhukh       lɑg-ī                  ［(48)の再掲］ 












(80) ilɑ=ne       ənu=se              pyɑr   ki-yɑ 
イラー=ERG アヌ=COM/ABL/INST 愛   する.PERF.M.SG 
イラーはアヌを愛する。 
(81) ilɑ=ko       ənu=pər   gussɑ  ɑ-yɑ 
イラー=DAT アヌ=LOC 怒り  来る.PERF.M.SG 
イラーはアヌに腹が立った。 
 










                                                          
20 分析の対象となる述語は、Koenig(1956)と、ヒンディー語学習者向けのヒンディー語文法概
論である McGregor(1995)と Agnihotri(2007)から抽出した。 
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表 16 二項・三項述語の格枠組み 
類 N1 N2 N3 例 
1a. 
b. 
ne/ø ko/ø - mitɑnɑ(消す),  mɑf kərnɑ(許す) 
ne/ø ko - təg̃ kərnɑ(悩ませる), ɖərɑnɑ(脅かす) 
2 ne/ø [k-+N2]+ ø - ɑʃɑ kərnɑ(期待する), sɑth denɑ(お供する) 
3 ne/ø mẽ - bɑdhɑ ɖɑli(妨げる), dhəyɑn denɑ(集中する) 




ne/ø ø, [k-+N2]+ ø ko bhejənɑ(送る), yɑd dilɑnɑ(思い出させる) 
ne/ø ø, [k-+N2]+ ø se puchnɑ(尋ねる), cɑrcɑ kərnɑ(話し合う) 
ne/ø ø, [k-+N2]+ ø se/ko kəhnɑ(言う), vɑdɑ kərnɑ(約束する) 
6a. 
b. 
ne/ø pər - ʃək kərnɑ(疑う), zor denɑ(主張する) 
ø pər - hɑvi honɑ(支配する21) 
7 ø se - ubənɑ(飽きる), təkrɑnɑ(ぶつける) 
8 ko se, pər, ø - 
pyɑr hɛ(愛する), vishwɑs hɛ(信用する) 




類 1a と 1b に属する述語の多くは、動作が対象に及び、かつ変化を起こす動詞である。類
1a は N2に有生名詞・無生名詞の両方が取れる述語、1b は有生名詞である N2に精神的な変
化を起こす述語である。 
類 2 に属する述語は[N+V]型の複合動詞である。Mohanan(1997:454-457)では、複合動
詞を形成する N は、主格であり22、受動構文では N が主語の位置に現れるため目的語として
分析されている。また、この構文における属格を伴う成分は日本語のような言語における目
的語に相当することが特徴的である。例えば、次の例文においては、目的語の｢成功を｣はヒ
                                                          
21 日本語の｢支配する｣は他動詞であるが、それに相当するヒンディー語の動詞は状態動詞である。 




3. rɑm=ne      jīt=ki           ɑʃɑ              kər-i/*kər-ɑ 
   ラーム=ERG 成功.F.SG=GEN 期待.F.SG.NOM する.PERF.F.SG／*する.PERF.M.SG 
   ラームが成功を期待した。 





(82) rɑm=ne      jīt=ki            ɑʃɑ           kər- ī 
ラーム=ERG 成功.F.SG=GEN.F 期待.F.SG.NOM する-PERF.F.SG 
ラームが成功を期待した。 
 
類 3 は、｢N1+主格 N2+所格 1 V｣を取る述語で、あるプロセス・行為を妨げることを意
味する述語である。 
類 4 は、日本語の｢について｣に対応する複合後置詞が N2 に後接され、思考・発言を表す
述語を含む。 
類 5 は、三項述語である。類 5a は、動作が与格の‘ko’を取る N3に向けられる動作・発話
行為であるのに対し、類 5b における動作は、｢議論する｣のように接語‘se’を取る N3 と共に
行う行為、または｢頼む｣、｢尋ねる｣のように、動作主が何らかの形で恩恵を受けることが期







N1が主格・能格以外の格で示される類もあった。類 7 は、類 6b と同様に接語‘ne’を取らず、
動作主のコントロール性が低く、N2 は動作の相手(｢会う｣、｢勝つ｣など)及び感情(嫌うな
ど)・思考(賛成するなど)の原因を示している。 
同様に、類 8 も、動作主性が低い精神的・物理的状態を示し、主語は与格で示される。 
要するに、ヒンディー語における二項・三項述語の N2は、‘ko’・ø 以外に接語の‘pər’、‘se’、
複合後置詞の‘ke bɑre mẽ’、及び属格＋N2の形で現れ、目的語に程度性があると考えられる。 
  
                                                          
23 今回の調査では、‘hɑvi honɑ’(支配する)以外に、‘hə̃snɑ’(笑う)、‘cillɑnɑ’(叫ぶ)と‘gussɑ 






表 17 二項述語階層 
 
(1)直接影響 
(2)知覚  (3)追求  (4)知識  (5)感情  (6)関係  (7)能力  
(1A)変化 (1B)無変化 





































































































                                                          
24 ヒンディー語は、完了形の場合にのみ他動詞の主語が能格を取るため、いわゆる分裂能格型言
語として分類されているが、統語上は対格言語としての振舞いを見せる(Kachru & 






















表 18‐1 対象を表す接語‘ko’に対応する日本語の助詞 






ənu=ne  nɑdyɑ=ko  dekh-ɑ 
アヌ=ERG  ナディヤ=ACC  見る-PERF 
アヌがナディヤを見た。 
② に 
unke shɑbdo=ne  ənu=ko  prəbhɑvit ki-yɑ 









ənu=ne  nɑdyɑ=ko  hə̃s-ɑ-yɑ 






表 18‐2 対象を表す格助詞｢を｣に対応するヒンディー語の接語 









hɑnɑko=ne  tɑro=ko  dekh-ɑ 





hɑnɑko=ne  ghərø  dekh-ɑ 





mɛ  sɑ̃p=se  ɖər-tɑ  hu ̃





tɑro=ne  hɑnɑko=pər  bhərosɑ  ki-yɑ 





tɑro=ne  hɑnɑko=kɑ  intəzɑr  ki-yɑ 






tɑro=ne sehət=ke bɑre mẽ pūch-ɑ 





hɑnɑko=ne surəkʂɑ=ke liye prɑrthənɑ kər-i 











hɑnɑko=ne  tɑro=ko  hə̃s-ɑ-yɑ 




















表 19 ‘ko’の意味機能 







ənu=ne  rəvī=ko  ciʈʈhī  dī 
アヌ=ERG  ラビ=DAT  手紙.NOM  あげる.PERF 
アヌがラビに手紙をあげた 
b.主語 ⑪ が 
rəvī=ko  īnɑm  milɑ 
ラビ=DAT  賞.NOM  受ける.PERF 
ラビが賞を受賞した。 
経験者 主語 ⑫ が 
rəvī=ko  gussɑ  ɑyɑ 






主語 ⑬ が・に 
nɑdyɑ=ko  ye  kitɑb  cɑhīye 
ナディヤ=DAT  この  本.NOM  欲しがる.perc 
ナディヤがこの本を欲しがっている 
nɑdyɑ=ko  zu  jɑnɑ  hɛ 








付加詞 ⑭ に・へ 
sɑmɑn  ghər=ko  pəhũc  gəyɑ 
荷物.NOM  家=に  着く  行く.PERF 
荷物がうちに届いた。 
時間 付加詞 ⑮ ø・に 
cor  rɑt=ko  ɑyɑ 
泥棒.NOM  夜=に  来る.PERF 
泥棒が夜に来た。 
目的 付加詞 ⑯ に 
log  ghūmne=ko  gəye 





補語 ⑰ ように 
rəvī=ne  cɑy  bənɑne=ko  kəhɑ 
ラビ=ERG  茶.NOM  作る.INF.OBL=と  言う.PERF 
ラビが紅茶を作るように言った。 
 


























第 4 章 HJL における格助詞｢を｣の実態調査 
本章では、HJL の書記資料における格助詞｢を｣に関する誤用及び正用を量的に分析し、誤
用の要因を明らかにすることを目的とする。具体的な研究課題を以下に示す。 
ｱ) HJL の格助詞｢を｣の使用傾向を学習期間別に明らかにする。 
ｲ) 格助詞｢を｣の誤用を｢動作が対象に及ぶ度合い｣という観点から分析する。 





本研究では、137 名の HJL の書記資料(273 編)における格助詞｢を｣の正用と誤用を分析対
象とする。書記資料は、作文対訳データベース(以下、対訳 DB)から抽出した作文、及びイ
ンドの日本語教育機関で収集したものである。対訳 DB から抽出した作文は、学習期間 12
ヶ月～36 ヶ月のヒンディー語話者 40 名によって書かれた 67 編である。インドで収集した
書記資料は、日本語を主専攻としている大学生(2 年生と 3 年生)・大学院生(4～6 年生1)の




データの概要は表 20 にまとめる。 
表 20 データの概要 
群(学習者数) 学習歴(平均年) 書記資料数(編) 文字数(字) 総文数(文) 
上位群(21 名) 4.7 56 32,406 841 
中位群(38 名) 3.6 100 74,752 2,237 
下位群(78 名) 2.1 117 60,072 2,003 
                                                          





的なテーマ・課題の内容は以下の表 21 の通りである。なお、対訳 DB から抽出した作文の
テーマは、｢煙草についてのあなたの意見｣と｢国の行事｣であり、それ以外は全てインドで収
集したものである。 
表 21 書記資料の課題別テーマと編数 














下位(5 問)・中位(17 問) 
17・36 
翻訳(英→和) 下位(3 問)・中位(5 問) 17・19 





























(1) a. 猿は嬉しくなって、わにの背中を(→に)乗りました。          ［混同］ 
b. もし、対者
相 手
の欠点なのに(→を) 責 め る
責めるとしたら
は彼の自尊心を傷付けてしまう。 
(2) テレビなどφ(→を)付けると夢を失った問題の理由が何となく分かってくる。 ［脱落］ 








表 22 述語のカテゴリー 
 
以上の述語カテゴリーは、角田(1991)の二項述語階層と Malchukov(2005)の二次元の階










                                                          
4 2a の述語では、動作主が動作の影響を受けるのに対し、2b の述語では、被動作主が動作の影
響を受ける。 






カテゴリー 説明 述語の例 
1.作用 動作が対象に及び、かつ変化を起こす 殺す, 作る, 飲む 
2.動作4 動作が対象に及ぶが、変化を起こさない 
a. 読む, やめる,(掃除を)する 









褒める, 頼む, 話す 
送る, 与える, 渡す 
5.追求 対象を追い求める働きを示す 訪ねる, 追う, 待つ 
6.知識 対象を理解し、認識する働きを示す 考える, 忘れる, 理解する 
7.感情5 気持ち・感情などの様な心理的動きを示す 
a. 愛する, 疑う, 安心する 
b. 脅かす, 喜ばす, 引付ける 
8.関係 所属・類似関係を示す 持つ, 含む, (問題を)抱く 


















表 22 に示した本研究の調査カテゴリーを、他動性の度合いの強さに基づき、以下の図 5
のように捉える。なお、｢関係｣については、意味側面を｢動作主関係｣と｢被動作者関係｣に明
確に区別することが難しいため、｢社会的相互作用｣と同様に、中央に位置づける。 
 _2a.動作(対象)_ _5.追求_ _7a.感情(対象)_ _9.移動_ 
_1.作用_ _4.社会的相互作用_ _8.関係_ 
 _2b.動作(主体)_ _3.知覚_ _6.知識_ _7b.感情(主体)_ 
































                                                          
8 詳細は第 3 章を参照されたい。 
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表 23 格助詞｢を｣の誤用数・正用数 
 上位群 中位群 下位群 総数 
使用数 557 1255 994 2806 
正用数 511 1105 855 2471 




次に、誤用の種類別傾向を、表 24 に示す。 
  
                                                          
9 本研究の上位群(学習歴が平均 4.7 年)の結果を、永井(2015)における中位群(学習歴が平均 5.1
年)の結果と比較すると、｢を｣の正用数には大きな差がなかった一方、HJL の誤用数がシンハラ
語を母語とする日本語学習者の誤用数の 2 倍であった。 
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表 24 種類別誤用数(誤用率) 
誤用の種類 上位群 中位群 下位群 総合 
×を→○に10 11 (1.97%) 34 (2.62%) 26 (2.62%) 71 (2.53%) 
×に→○を 9 (1.61%) 14 (1.11%) 15 (1.51%) 38 (1.35%) 
×を→○が 3 (0.53%) 25 (1.99%) 20 (2.02%) 48 (1.71%) 
×が→○を 8 (1.43%) 26 (2.07%) 12 (1.21%) 46 (1.64%) 
×を→○φ11 ‐ (0.00%) 5 (0.39%) 2 (0.20%) 7 (0.24%) 
×φ→○を 4 (0.71%) 18 (1.43%) 17 (1.71%) 39 (1.39%) 
×を→○の 1 (0.17%) 2 (0.15%) 2 (0.20%) 5 (0.17%) 
×の→○を 3 (0.53%) 11 (0.87%) 9 (0.90%) 23 (0.82%) 
×を→○と 1 (0.17%) 1 (0.07%) 5 (0.50%) 7 (0.24%) 
×と→○を 1 (0.17%) 3 (0.23%) 8 (0.80%) 12 (0.42%) 
×を→○は ‐ (0.00%) 1 (0.07%) 3 (0.30%) 4 (0.14%) 
×は→○を 2 (0.35%) 2 (0.15%) 4 (0.40%) 8 (0.28%) 
×を→○で ‐ (0.00%) 1 (0.07%) 2 (0.20%) 3 (0.10%) 
×で→○を ‐ (0.00%) 3 (0.23%) 3 (0.30%) 6 (0.21%) 
×を→○から ‐ (0.00%) ‐ (0.00%) 1 (0.10%) 1 (0.03%) 
×から→○を ‐ (0.00%) ‐ (0.00%) 2 (0.20%) 2 (0.07%) 
×を→○複合助詞 1 (0.17%) 3 (0.23%) 1 (0.10%) 5 (0.17%) 
×複合助詞→○を 2 (0.35%) 3 (0.23%) 5 (0.50%) 10 (0.35%) 




















用については第 5 章を参照)。 











い原因を探る必要があると思われる。これらの特徴を 4.4 節で取り上げる。 
 























向を見てみると、特に中位群の異なり語数が 50 語と多かった。 





上位群 28 (120) 
① 増やす, 深める, 分ける 
② 失う N3,2, 書く, 叶える, 作る, 設立する N1, 達する N3,2, 達成
する, 妨害する N1 
③〔なし〕 
中位群 50 (215) 
① 改める, 改名する, 変える N4, 切る, 殺す N3,2, 壊す, 治す, 増
やす, 混ぜる N3,2, 分ける 
② インタラプトする級外, 失う, 植える N4, 書く N55, 禁止する N3,2, 
禁じる N1, 実現する, 出産する, 邪魔する N4, 中断する N1, 作る
N5, なくす N5 
③ 餓死をする, 吸う N5, 食べる, 飲む 
下位群 37 (214) 
① 変える, 砕く N3,2, 壊す, 分ける N3,2, 改善する, 損害する N3,2 
② 書く N5, 禁止する N3,2, 実行に移す N3,2,作る N5 
③ 吸う N5, 食べる 
下線：誤用のみ、太字：誤用と正用の両方が観察されたもの 
                                                          











図 6‐1 ｢作用｣における述語の語彙レベル 
 
次に、誤用のみを取り上げると、上位群の誤用は、語彙レベルが N3 以上の述語に関するもの
















                                                          


















N5 N4 N3,2 N1 級外
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上位群 92 (200) 
①歌う, 選ぶ, 行う, 試験を受ける, 生活を送る, 合格する N3,2, 
ことをする, 仕事をする, 受容する, 力を入れる, 遂げる, 年を
取る N5, 始める, 果たす, 勉強する, 学ぶ N3,2, 休みを取る, やめ
る, 読む 
② 秋を迎える, 表す, 企む N1, 解決する, 決める, 比べる, サポ
ートする, 示す, 使用する, 育てる, 出す, 立ち向かう N1, 直面
する N1, 使う, 付ける N3,2, 取り入れる, 導入する, 略する N3,2 
中位群 152 (523) 
① 悪事をする, 命を助ける, 影響を受ける N3,2, 運転する, 選ぶ, 
得る, 行う, 改名をする, 経験する, 行為をする, ことをする N4, 
仕事をする, 従う N3,2, すごす, 生活をする, 掃除をする, それを
する, 体験するN1, 代表するN3,2, 出す, 努力をする, 治療をする
N1, 習う N5, 始める, 果たす, 披露をする, 勉強をする, 学ぶ, 真
似をする, 基にする N3,2, 休みを取る, やめる, やる N5, 用意を
する N4, 読む N5 
② 当てる, 表す N3,2, 挙げる級外, 言う(=呼ぶ)N5, 違反する N3,2, 
描く N3,2, 押す, 解決する N3,2, 犠牲にする N1, 決める N4, 決定す
る N3,2, 示す, 称する, 使用する, 診断する, 集中する N3,2, 育て
る, 挑戦する N1, 直面する N1, 中心にする, 付ける N4, 使う N5, 
掴む N3,2, 盗む, 反対する N4, 注意を引く, 勉強させる N5, 描写
する, 混ぜる, 守る, 利用する N4 
下位群 123 (319) 
① 影響を受ける N3,2, 得る, かける N4, 風邪を引く N5, 勝つ N4, 
こうむる級外, 合格する N4, 上手にする N5, 過ごす N3,2, 大事にす
る N5, 年を取る, 習う, 果たす, 勉強する N, やる, 読む, やめる
N4, わずらう級外 
② 表す N3,2, 入れる, かじる N3,2, 稼ぐ, 計算する N3,2, 決意する
N1, 決める, 広告する N3,2, ことをする N4, 賛成する N3,2, 調べる, 
大切にする N5, 出す, 付ける N4, 使う, 指摘する, 追放する N1, 








図 6‐2 ｢動作｣における述語の語彙レベル 
 
誤用に関しても、｢作用｣と同様の傾向が見られた。上位群の誤用は、｢年をとる｣を除き、語


















上位群 4 (25) 聞く, 熟視する, 見つける, 見る 
中位群 9 (94) 
聞く, 聞こえる N4, 観察する, 見失う級外, 見下す, 見つける N3,2, 耳
にする, 見る N5, 目を向ける 
下位群 7 (148) 
聞く, 眺める, 注目する N3,2, 発見する, 見える N4, 見つける N3,2, 
見る N5 
下線：誤用のみ、太字：誤用と正用の両方が観察されたもの 
                                                          
























比較的多く、上位群では N5 と N4 の述語が使われ、その分誤用が見られなかった。 
 











①やりもらいに関する誤用(全 26 例)においては、下位群では、｢×を→○に(7 例)｣と｢×と
→○を(3 例)15｣の誤用が多いのに対し、中位群では、｢×を→○に(3 例)｣、｢×が→○を(3 例)｣、
｢×の→○を(2 例)｣、｢×を→○が(1 例)｣、｢×と→○を(1 例)｣と多くの助詞に分散しており、
用いられた述語の種類も多かった。同様に、上位群においても、｢×が→○を｣、｢×は→○を｣、



















N5 N4 N3,2 級外
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③｢社会的動作｣の誤用(全 19 例)では、｢を・に｣の混同が 16 例見られた。下位群では、｢褒
める｣と｢会う｣、上位群では｢手伝う｣と｢指導する｣に関する誤用がそれぞれ 2 例ずつ見られ
たのに対し、中位群では、｢答える｣、｢求婚する｣、｢呼びかける｣、｢言及する｣、｢呼ぶ｣、｢手
伝う｣の 6 つの述語が使われていた。このような述語は、下位群と上位群では現れなかった。 





上位群 27 (61) 
① 与える, 案内する N4, 送る, 導入する N3,2, 輸出する N4, 輸入す
る N4 
② 言う, いましめる, 祈る N4, 教える, 説く, 述べる N3,2, 批判する
N3,2, 申し上げる N4 
③おがむ, 手伝う N4, 許す N3,2 
中位群 54 (170) 
① あげる N5, 与える, 売る N5, 買う,くれる N4, 払う N4, 持たせる
N5, もらう N4, 渡す N5 
② 言うN5, 教えるN5, 聞く, 知らせる, 頼むN5, 伝える, 命じるN3,2 
③ 求婚する N3,2, 言及する級外, 答える N5, 連れる, 手伝う N4, 迎え
る N4, 呼びかける N3,2, 呼ぶ N5 
下位群 46 (124) 
① あげる N5, 与える N3,2, 買う N5, 返すN5, 借りるN5, 見せる N5, も
らう 
② 言う N5, 教える N5, 叱る, 聞く, 励ます 
③ 会う N5, 指示する N3,2, 責める N3,2, 助ける, 連れる, 褒める N4 
下線：誤用のみ、太字：誤用と正用の両方が観察されたもの 
 
述語の語彙レベルの観点から見ると、産出された述語は全体的に、N5 と N4 の述語が大多
数を占め、難易度は低かった。さらに、中位群では、N3, 2 の述語が比較的多いが、3 群に
おける語彙レベルの分布に大きな違いは見られなかった。 
 
図 6‐4 ｢社会的相互作用｣における述語の語彙レベル 
 










































上位群 8 (12) 
訪れる, 避ける, 訪ねる N4, 探求する, 待つ, 目指す N3,2, 求める, 
訪問する N3,2 
中位群 7 (12) 追いかける, 追いつく, 追う, 探す, 待つ, 目指す 


















































                                                          
16 ヒンディー語の‘janna’は、｢知る｣にも相当する。 
17 日本語の場合は、BCCWJ の少納言(http://www.kotonoha.gr.jp/shonagon)を用いて検索した
結果、｢分かる｣は 3976 件、｢理解する｣は 1938 件抽出できた。Google の検索の場合も同様の傾
向が見られた。一方、ヒンディー語の述語に対して Google 検索をかけた結果、自動詞の‘samajhna 
ana’はヒット数が 24,600 件であり、他動詞の‘samajhna’は 10,70,000 件と高かった。 
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上位群 13 (38) 
思う, 思い出す, 考える, 区別する, 知る, 認識する, 迷う N3,2, 認
める, 見逃す, 見なす, 理解する, 分かる N5, 忘れる 
中位群 15 (81) 
意識する, 思う N4, 思い出す N4, 考える N4, 感じる, 気付く N3,2, 
悟る, 知るN5, 問う, 認めるN3,2, 見逃す, 無視する, 理解するN3,2, 
分かる N5, 忘れる N5 
下位群 14 (34) 
思う N4, 考える N4, 考慮する, 思案する級外, 知る N5, 想像する, 捉
える, 認識する N1, 迷う, 認める, 見抜く, 見分ける, 理解する






図 6‐6 ｢知識｣における述語の語彙レベル 
 
正用と異なって、誤用に関する述語のほとんどは、語彙レベルが低い｢知る｣、｢思う｣、｢分


































上位群 12 (22) 
① 愛する, あきらめる, 怠る, 感じる, 希望する, 期待する, 気を
落とす, 信じる, 耐える N1, 悩みを抱く, 望む, 引かれる 
②〔なし〕 
中位群 29 (60) 
① 愛する, 愛想を尽かす, 嫌がる N3,2, 恨みを晴らす, 感じる N3,2, 
期待する, 首を長くして待つ, 後悔する N1, 好む, 気にする, 気を
つける, 怖がる級外, 信じる N3,2, 心配する, ショックを受ける, 大
事にする, 楽しむ, 寵愛する級外, 望む, 腹を立てる, 見下ろす 
② 怒らせる, 脅かす, 苦しませる, 困らせる, 怖くさせる, 幸せに
する, 楽しませる, 一人ぼっちにする, 燃え上がらせる, 喜ばす 
下位群 15 (40) 
① 愛する N3,2, 嫌がる, 恐れる, 怒る, 期待する, 気をつける N4, 
信じる, 熱を上げる級外, 満足する N3,2 
② 傷つける, 楽しませる N4, 引き付ける級外, 不安にさせる N3,2, 喜









図 6‐7 から分かるように、感情述語の大多数が N3, 2 に属するものであり、誤用も語彙
レベルが比較的高い述語に関するものであった18。その理由として、N5 と N4 の語彙表では
感情述語が限られており、学習者は感情を表現する際に形容詞に頼るほかないということが
挙げられる。 
                                                          
18 N4 に属する｢楽しませる｣、｢喜ばせる｣、｢気をつける｣のような述語を除くと、N3,2 の誤用が




図 6‐7 ｢感情｣における述語の語彙レベル 
 


















上位群 4 (52) 意味する級外, 持つ N5, 問題を抱く N3,2, 問題を抱える 
中位群 2 (45) なる N5, 持つ N5 







































上位群 7 (11) 
① 歩む, 歩く, 遡る  ② 経る N1, 経由する N3,2  ③ 卒業す
る 
④ 留学する N3,2 
中位群 13 (32) 
① 歩く, 生きる, 一周する, 飛ぶ, 登る, 回る N4, 走る N5, 渡る 
②通る  ③ 出る, 出発する, 卒業する 
④ 住む N5 
下位群 14 (31) 
① 急ぐ, (道を)運転する N4, のぼる, 走る, 曲がる, 旅行する, 渡
る 
② 越える  ③ 降りる N5, 出かける, 出る, 卒業する N4 
④ 立つ N5, 乗る N5 
下線：誤用のみ、太字：誤用と正用の両方が観察されたもの 
 
















図 6‐9 ｢移動｣における述語の語彙レベル 
 
また、中・下位群の誤用は、N5 と N4 に関するものであり、述語の語彙難易度が高いため
の誤用ではなかった一方、上位群ではそのような誤用が見られず、｢日本を(→に)留学する｣、





























N5 N4 N3,2 N1 級外
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表 25‐10 カテゴリー別の異なり語数(延べ語数) 
 作用 動作 知覚 社会的 追求 知識 感情 関係 移動 
上 28(120) 92(200) 4(25) 27(61) 8(12) 13(38) 12(22) 4(52) 7(11) 
中 50(215) 152(523) 9(94) 54(170) 7(12) 15(81) 29(60) 2(45) 13(32) 




さらに、3 群共に N3,2 の語彙がやや多い傾向が見られたが、｢感情｣、｢関係｣を除き、全体的
には語彙レベルの偏りは相対的に少なかった。 
 
図 6‐10 全カテゴリーにおける述語の語彙レベル 
 































N5 N4 N3,2 N1 級外
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表 26 述語の異なり語数と語彙レベル(正用・誤用別) 
 正用 誤用 
上 中 下 上 中 下 
作用 
27 36 27 4 10 8 
N1：11 語 N3,2：10 語 N3,2：13 語 N1,N3,2：2 語 N4：3 語 N3,2：5 語 
動作 
67 95 75 8 25 19 
N3,2：24 語 N3,2：39 語 N5：25 語 N1：3 語 N4,N5：3 語 N5：5 語 
知覚 
4 6 5 
- 
4 3 





21 48 41 8 18 11 
N5：8 語 N3,2,N4：15 語 N4：17 語 N4：5 語 N5：9 語 N5：7 語 
追求 
7 7 5 3 
- 
1 
N3,2：4 語 N3,2：3 語 N3,2：2 語 N3,2：2 語 N5：1 語 
知識 
9 13 10 1 7 7 
N1,N3,2：3 語 N3,2：6 語 N3,2：4 語 N3,2：1 語 N3,2,N5：3 語 N4,N5：2 語 
感情 
11 21 10 1 6 8 
N3,2：8 語 N3,2：12 語 N3,2：5 語 N1：1 語 N3,2：3 語 N3,2,N4：3 語 
関係 
2 1 3 3 2 4 
N3,2,N5：1 語 N5：1 語 N3,2：2 語 N3,2,N5：1 語 N5：2 語 N5：2 語 
移動 
4 10 11 3 3 5 








                                                                                                                                                                                    




らに、｢VN をする｣の難易度を調べた結果、およそ半数の述語が N4 または N5 の述語であり、


















表 27‐1 ｢動作主関係｣の下位階層 
 上位群 中位群 下位群 計 




















5.50% 5.81% 8.07% 6.42% 








































かった一方、｢動作｣の正用数が上・下位群のおよそ 2 倍(259 例)と多かった24。この 259 例






表 27‐2 ｢被動作主関係｣の下位階層 
 上位群 中位群 下位群 計 




















6.59% 10.08% 7.59% 8.65% 
追求 9 
3 




25.00% 14.28% 10.81% 
感情 
(対象) 

















                                                          
23 上位群では、数量上、ずれが見られたが、誤用数が非常に少なく、述語の他動性に影響されて
いるか否かを検討することは難しい。 









表 27‐3 中央に位置づけられるカテゴリー 
 上位群 中位群 下位群 計 










































                                                          
25 ｢関係｣に分類された述語の異なり数が全体で 7 つであるのに対し、｢社会的相互作用｣に分類さ
れた述語の数は 43 であった。 
26 学習者グループ別に見ると、下位群では 4 例、中位群では 2 例、上位群では 1 例であった。 







4.6 HJL の誤用の原因：母語転移(仮説 2) 
以下では、母語転移の可能性が窺える誤用(全誤用(335 例)のうちの 114 例)に対して、主







｢作用｣で誤用(4 例)が見られた述語は、ヒンディー語では｢N1+主格 N2+所格 1｣を取る述
語であり、あるプロセス・行為を妨げることを意味するものであった。また、｢動作｣の誤用


































る。また、｢社会的相互作用｣の誤用(7 例)のうち、｢手伝う｣に関する誤用が 3 例見られた。
ヒンディー語では、｢手伝う｣に相当する述語には共起される名詞句によって 2 つの格枠組み
がある。N2 が手伝う相手を表す場合は、｢N1+主格 N2+属格｣の格枠組になり、行為の内容




































性が読み取られるか否かという意味的側面に関する誤用が全部で 26 例観察された。 






























































(27’) 語学部の学生たちはこのワイファイを使って、フェース ブックだけをします。 
                                                          



































































(39) rəvī=ne         ənu=ko         əkele  cələte hue        dekh-ɑ 




















































(1) a. 最近キャンパスの中には重い事件を(→が)起りました。 
b. 話のその部分は「虚構性」が(→を)表します。 
(2) a. 温泉はさらに、大雪のところで雪を溶ける(→溶かす)ために役に立つ。 
b. 時々、バスではタバコの煙が顔に直接当てます(→当たってきます)。 
 







選択に関する誤用(以下、4a と 4b)も見られた。 
(3) a. 全ての国の政府はたばこの値段も上がらなければ(→上げなければ)なりません。 
b. 彼らは大きなビンの中に隠すしてきました(→隠れていました)。 





































































表 28 自他動詞の習得の段階(小林・直井 1996: 91) 
レベル 1 語彙を選択する   ⅰ）語幹を選ぶ（ex. ak- shim- etc.） 
               ⅱ）自他を選ぶ（ex. akeru/aku shimeru/shimaru） 
レベル 2 格助詞を選択する 
レベル 3 正しい活用形にする 
レベル 4 意味的に内容に合っている文を作る 




















                                                          
1 調査対象者は、中国語母語話者、韓国語母語話者、英語母語話者がそれぞれ 30 名であり、日
本語レベルは初級が 5 名、中級 10 名、上級 10 名、超級 5 名であった。 
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表 29 自他動詞の習得段階の仮説 
範疇 段階 上位分類 下位分類 
形態論 １ 語彙を選択する（語幹を含む）  
 ２ 格助詞を選択する  
 ３ 正しい活用形にする ・テ形・ナイ形・辞書形 
意味論 ４ 文法的で意味が通じる文を作れる 
・テンス・アスペクト 
・受身・可能・使役 










































役態・可能・授受表現を含む｢態の選択｣に関わる誤用(上記、例 4a,b)の 4 つに分類した。な
お、①と②は、対になっている動詞の自他の混同に関する誤用以外に、対のない自動詞・他




(1) a. pulīs=ne         əmit=ko          phir  girəftɑr   kiyɑ     [⇒他動詞構文] 
警察.M.SG=ERG アミト.M.SG.ACC 再び 逮捕   する.PERF.M.SG 
警察はアミトを再び捕まえた。 
b. əmit              (pulīs dvɑrɑ)  phir  girəftɑr kiyɑ             gəyɑ  [⇒受身] 
アミト.M.SG.NOM (警察によって)再び 逮捕  する.PERF.M.SG 助動詞.PERF.M.SG 
アミトは(警察によって)再び捕まえられた。 
c. əmit              phir   girəftɑr  huɑ              [⇒自動詞構文] 
アミト.M.SG.NOM 再び 逮捕   なる.PERF.M.SG 
アミトは再び捕まった。 





































回の HJL のデータにおいてはこのような要因による影響は観察されなかった。 
                                                          











表 31 自他動詞の種類(誤用のみ) 
 述語 
上位群 
有対 － （自：0 語－他：0 語） 
自動詞 かかる、叶う、変わる、繋がる(2)、始まる、減る、見える、結びつく（8 語） 

































表 32 自他動詞に関する誤用と正用の延べ語数(異なり語数) 
 自動詞 他動詞 
正用数(種類) 誤用数(種類) 正用数(種類) 誤用数(種類) 
上位群 114(47 語) 9(8 語) 123(42 語) 8(6 語) 
中位群 274(62 語) 40(23 語) 359(61 語) 47(26 語) 
下位群 254(50 語) 51(28 語) 315(42 語) 47(21 語) 
 
3 群の正用数を見てみると、いずれの場合も、他動詞の延べ語数が自動詞の延べ語数を上









表 33 自動詞に関する誤用数(誤用率) 
 述語の選択 助詞＋述語の不一致 助詞の選択 態の選択 合計 
上位群 1 (0.87%) 5 (4.38%) 1 (0.87%) 2 (1.75%) 9 (7.89%) 
中位群 4 (1.27%) 21 (6.68%) 14 (4.45%) 1 (0.31%) 40 (12.73%) 




































































表 34 他動詞に関する誤用数(誤用率) 
 述語の選択 助詞＋述語の不一致 助詞の選択 態の選択 合計 
上位群 2 (1.62%) 2 (1.62%) 2 (1.62%) 2 (1.62%) 8 (4.95%) 
中位群 11 (2.71%) 8 (1.97%) 22 (5.41%) 6 (1.47%) 47 (11.57%) 















































































































































































































































第 6 章 HJL における格助詞｢を｣の選択傾向 















被験者は、インドの大学で日本語を主専攻とする大学生が 38 名(2 年生が 21 名、3 年生が









                                                          

























選択した動詞を表 35 に示す。 
                                                          
2 SPOT は、筑波大学留学生センターSPOT 研究プロジェクトにより開発された日本語能力測定
法である。現在、筑波大学の留学生センターでプレースメントテストとして利用され、他に日本
語の習得研究での日本語能力のグループ分けに SPOT の得点順位が利用されている。SPOT の大
きな特徴は、自然な会話速度の音声テープを聴きながら、「どうぞよろ( )く」のように、回答
用紙の空所にひらがな 1 字分を書き込ませるテストである。問題文は互いに関連なく、独立して
おり、実施時間は 10 分程度である。SPOT には 10 のバージョンがあり、本調査では、SPOT-A
及びSPOT-Bを実施した。SPOT-Bは、初級400時間学習程度まで、60問からなっており、SPOT-A
は、400 時間から 800 時間学習程度までで、65 問からなっている。 
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表 35 穴埋め式テストの出題文 
カテゴリー 旧 4 級 旧 3 級 旧 2 級 
1.動作・作用 
a.(を) リンゴを切る(ko/ø) パソコンを壊す(ko/ø)  
b.(に) 質問に答える(k-)  将来に影響する(ko /ø) 







4.追求  家を訪ねる(ø) 日ざしを避ける(se) 
5.知識 やり方を考える(ko/ø)  意味を理解する(ko/ø) 
6.感情 
a.(を)   
国を愛する(se/ko) 
火を恐れる(se) 
b.(に) 返事に困る(mẽ)  選手に憧れる(se) 
7.関係 













経路 道を走る(pər) トンネルを通る(se)  
通過点  広島駅を過ぎる(se) 山を越える(ko/ø) 
起点 電車を降りる(se) 高校を卒業する(ø)  
移動の方向  家に戻る(ø) 車に近寄る(k-) 




































































切る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 
壊す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 
に 
勝つ ○ × × × × ○ ○ × 3 
影響する ○ ○ × × ○ × × ○ 4 
知覚 
聞く ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
見つける ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
社会的相互 
作用 
手伝う ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 7 
祈る ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
追求 
訪ねる ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
避ける ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
知識 
考える ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
理解する ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
感情 
を 
愛する ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
恐れる ○ × × ○ ○ × ○ ○ 5 
に 
憧れる ○ × × × ○ ○ ○ ○ 5 
困る ○ × × × × ○ ○ ○ 4 
関係 
を 
持つ ○ × × ○ × ○ ○ ○ 5 
含む ○ × × ○ ○ × × ○ 4 
に 
似る ○ × × × × × × × 1 
代わる ○ × × × × × × ○ 2 
 
表 36 から次の 3 点が明らかになったと言える。まずは、述語の格枠組みが典型的な｢N1+
が N2+を V｣であるにもかかわらず、カテゴリー間における他動性の度合いに差が見られ
た。例えば、格枠組み｢が－を｣を取る｢切る(作用)｣、｢考える(知識)｣、｢含む(関係)｣におけ

















分けをするために SPOT-A 及び SPOT-B を行った。 
テストの実施順序について SPOT を行った後、穴埋め式テストを実施したが、大学生 38





























群の 3 グループに分けて、格助詞の知識を測定した。各グループにおける SPOT と穴埋め式
テストの得点は以下の通りである。 
表 37 SPOT の結果 






















表 38 穴埋め式テストの結果 
 度
数 
















































の相関が見られたが、SPOT の場合は、|r|は.718 であり、強い正の相関関係が見られた。 
表 39 SPOT・穴埋め式テスト・学習期間の相関関係 
 SPOT 穴埋め式テスト 学習期間 










































表 40 穴埋め式テストの得点の差 





上位群    中位群 























































は、第 2 章の図 4 を参照)、この配列は、｢社会的相互作用｣の度合いが｢追加｣より高く、｢知
識｣より低いことを意味しておらず、Malchukov(2005)の下位階層における位置づけ(上・中
央・下)を反映するものである。 








動作作用 知覚 追及 社会的 知識 感情 関係
上位群 97.22 94.44 86.11 88.88 94.44 50.01 30.55
中位群 86.11 80.55 69.44 69.44 79.41 36.11 27.77
下位群 90.62 53.12 46.87 37.51 87.51 34.35 18.75




















                                                          











上位群 61.11 61.11 80.55
中位群 55.55 66.66 69.44
下位群 37.51 52.77 59.37




























起点 経路 通過点 移動の方向 存在の場所
上位群 91.66 97.22 97.22 80.55 83.33
中位群 83.33 91.66 86.11 72.22 58.33
下位群 87.5 71.81 65.62 62.5 53.12











Bonferroni による多重比較をさらに行った。その結果、以下の表 41‐1 ～ 表 41‐3(上・
中・下位群別)で示されるように、対象の｢を｣には有意差が見られた。 
表 41‐1 ｢が－を｣に見られる有意差(上位群) 
 動作・作用 知覚 社会的 追求 知識 感情 関係 
動作・作用      * * 
知覚      * * 
社会的      * * 
追求      * * 
知識      * * 
感情 * * * * *   









表 41‐2 ｢が－を｣に見られる有意差(中位群) 
 動作・作用 知覚 社会的 追求 知識 感情 関係 
動作・作用      * * 
知覚      * * 
社会的       * 
追求       * 
知識      * * 
感情 * *   *   





表 41‐3 ｢が－を｣に見られる有意差(下位群) 
 動作・作用 知覚 社会的 追求 知識 感情 関係 
動作・作用      * * 
知覚      * * 
社会的     *   
追求     *   
知識   * *  * * 
感情 * *   *   













表 41‐4 ｢が－を｣に見られる有意差(総合) 
 動作・作用 知覚 追求 社会的 知識 感情 関係 
動作・作用      * * 
知覚      * * 
追求      * * 
社会的      * * 
知識      * * 
感情 * * * * *   
関係 * * * * *   



























図 9‐2 ｢動作・作用(に)｣の助詞選択 
 
























































- - - 18 16 15 - 2 1 - - - - - - - - - 
私はパソコン___壊
してしまいました。 
- - - 17 15 14 1 3 2 - - - - - - - - - 
合計 - 95 (91.4%) 9 (8.6%) - - - 
先生の言葉が私の将
来___影響します。 
9 12 6 9 4 9 - - - - - - - - 1 - 2 - 
弟が試合___勝ちま
した。 
16 11 8 2 5 7 - - - - - 1 - 2 - - - - 













































18 17 14 - 1 - - - 2 - - - - -  
いいレストラン___見付けた
ので、今度行きましょう。 
16 11 3 - 1 - 2 4 6 - - 2 - 2 5 






図 11 ｢社会的相互作用｣の助詞選択 
 
出題文の述語は、｢祈る｣と｢手伝う｣の二つであり、ヒンディー語ではそれぞれの格枠組み


















表 44 ｢社会的相互作用｣の設問とその回答 
 を 
上 ・ 中 ・ 下 
に 
上 ・ 中 ・ 下 
母は神様に子供の安全___祈りました。 16 11 7 2 7 9 
私は毎日母___手伝っています。 15 14 8 3 4 8 




























































16 11 3 - 1 1 1 - 1 1 6 9 - - 1 - - 1 - - - 
昨日、友達の家
___訪ねました。 































































16 15 15 - 1 1 1 - - 1 2 - - - - 
テキストの意味___理解
しましたか。 
15 12 13 1 6 3 - - - - - - 2 - - 













                                                          
7 図 13 では、×で示されている 



































































































13 10 9 2 2 2 - 1 - 3 5 3 - - 2 - - - - - - 
動物は火___恐
れるのです。 























2 - 1 14 12 11 - 2 2 1 1 - 1 1 1 - 2 - - - 1 
合計 7     
(6.7%) 

































































































































1 1 4 11 7 4 5 6 6 - 2 - - - 1 - 1 - 1 1 1 





















表 49 HJL の誤選択傾向 
 を に が と から で まで × 
作用・動作(を) 91.4% - 8.6% - - - - - 
動作(に) 34.7% 51.4% - - 0.9% 2.9% 1.9% - 
知覚 75.9% 1.9% 13.5% - 1.9% 6.8% - - 
知識 82.7% - 11.7% - 0.9% - 1.9% 2.8% 
社会的相互作用 68.3% 31.7% - - -  - - 
追求 66.4% 9.7% 1.9% - 15.5% 2.8% 2.8% 0.9% 
感情(を) 38.4% 11.6% 8.6% 10.6% 13.5% 16.4% - 0.9% 
感情(に) 6.7% 62.4% 12.6% 1.9% 2.8% 12.6% - 0.9% 
関係(を) 25.9% 2.9% 53.9% - - 16.4% - 0.9% 
関係(に) 6.7% 50.0% 16.4% 22.2%10 0.9% 0.9% - 2.8% 
移動の場所(を) 85.9% 3.3% 1.6% - 3.8% 3.8% 1.6% - 
















                                                          








おいては、比較的早い段階で導入される動詞の｢切る(旧 4 級)｣、｢聞く(旧 4 級)｣、｢訪ねる(旧
3 級)｣、｢考える(旧 4 級)｣、｢持つ(旧 4 級)｣の平均正答率が｢壊す(旧 3 級)｣、｢見つける(旧
















































































第 7 章 本論文のまとめと今後の課題 
本論文では、HJL における格助詞｢を｣の誤用傾向と誤用の原因を、他動性と母語の転移と
いう観点から明らかにすることを試みた。その際、学習者の運用能力をはかる作文タスクと











HJL の誤用傾向は、書記資料における格助詞｢を｣の誤用(第 4 章)、書記資料における対の
ある自他動詞に関する誤用(第 5 章)、及び穴埋め式テストにおける格助詞の選択に関する誤













• 誤用の種類を頻度が高い順に挙げると、｢×を→○に｣(71 例)＞｢×を→○が｣(48 例)＞｢×










































































本論文の第 2 章では、HJL の誤用は述語の他動性に影響されているという観点に立ち、受
影性を重視する角田 (1991)の述語階層と、受影性と動作主性の両方に配慮する
Malchukov(2005)の下位階層に基づき、誤用の予測を行った。また、第 2 章の予測を、第 4
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# 種類 レベル 誤用 
1. ×に→○を 下 
こういうふにたばこを吸っている人は外の吸わない人にも困って、彼らの体に損害して
います。 
2. ×に→○を 中 それは今の平和プロセスにインタラプトする可能性がある。 
3. ×に→○を 中 このことは現在の平和成長に中断する能力を持っています。 
4. ×に→○を 中 これは今の平和プロセスに邪魔できる可能性があります。 
5. ×に→○を 上 そして、言語は夢を達することに妨害しないように政府は大きな対策を取った方がいい。 
6. ×が→○を 下 人々にある所にはたばこを吸いを禁じられるために法律が実行に移すべきです。 
7. ×が→○を 下 
本物のレプリカを基にして、かぎリングのレプリカや携帯電話ストラップやブックマー
クが作ったのは人気である。 
8. ×が→○を 下 でも大勢の人々がたばこなどが吸っています。 
9. ×が→○を 中 
よだかは、名前を変えることが可能ではないですが、私は名前が変えることができませ
ん。 
10. ×が→○を 中 
しかし、土が杉が植える土と満ちていなくて断れたが、母はまたそうすると思って、賛
成した。 
11. ×が→○を 中 
たばこが吸わない人が禁止に賛成し、たばこを吸う人々がその同じ禁止を反対するとい
うのは当たり前である。 
12. ×が→○を 上 一つが達することができないと、もう一つはあると思う。 
13. ×が→○を 上 
もし先進国が彼らのために機会が作れば彼らの若者にはまたやる気が再現できると思
う。 
14. ×が→○を 上 それから日本はインドに会社がたくさん設立していた。 
15. ×が→○を 上 例えば、正義感が失う、いじめ問題、勉強のプレッシャー、両親の悪い態度などである。 
16. ×は→○を 下 彼らは木に上がて、パンは二つの部分に砕きました。 
17. ×は→○を 中 つまりタバコの売るのは禁じります。 
18. ×の→○を 下 私の意見でたばこの禁止しなければならない、その理由は体について一も有益がない。 
19. ×の→○を 下 なぜ人たちがこの害ものの吸っている分からない。 
20. ×の→○を 下 たばこの吸うことの不利も教えたほうがいいです。 
21. ×の→○を 中 人間の耳と目などはタバコの吸うから悪くなります。 
22. ×の→○を 中 タバコの吸うは大気汚染になっています。 
23. ×の→○を 中 タバコの吸うのをやめて人々自分の命と家族の命も救うします。 
24. ×の→○を 上 だからこの問題は夢の失うよりも力を失うになっていると思う。 
25. ×と→○を 中 他の人と殺さずに、自分で自殺するほうがいいと思う。 






# 種類 レベル 誤用 
1. ×を→○に 下 ところで、同じに私は政府の方からの禁止を返対します。 
2. ×を→○に 下 ラムはそのことを嬉しいに賛成しました。 
3. ×を→○に 下 
ラムさんは印度にある、マトゥリというところの王(ダシュラットさん)の娘（名前シタさ
ん)にコンテストを勝っして結婚しました。 
4. ×を→○に 下 その後、軍隊の試験を合格して、軍隊の訓練を受けた。 
5. ×を→○に 中 源氏も所々に行って、藤壷の気持ちを従っていた。 
6. ×を→○に 中 
「名前を改めろ、改めろ」と言った鷹の前に自信をもって「今すぐ殺してっください」
と言ったっが、鷹が帰って後この問題を直面せずに逃げ道を探していた。 
7. ×を→○に 中 問題を直面する代わりに死を選んだ。 
8. ×を→○に 中 訪問している高位の人は外国外交のような問題を集中しないと信じられている。 
9. ×を→○に 中 
キャンパス生活に入ってから、たくさん珍しいものとか、やりたいことを挑戦してみた
い学生も一杯であり、悪い癖の中毒になる生徒もいっぱいいます。 
10. ×を→○に 中 
このように、国の政権を占領し、国を支配する願いを実現するように、藤原氏族は内の
女性たちを勉強させはじめた。 
11. ×を→○に 中 
いつもお金を盗むことと他の人たちの家を火に付けたり、色々悪いことをしていた泥簿
であった。 
12. ×を→○に 中 
たばこが吸わない人が禁止に賛成し、たばこを吸う人々がその同じ禁止を反対するとい
うのは当たり前である。 
13. ×を→○に 中 
たばこの禁止を反対している人がこの無害と見えるたばこの有害な結果についてあまり
気が付いていないかどうかはっきり分らない。 
14. ×を→○に 中 だから、よだかは鷹が命じたことを反対して、鷹に「」と言いました。 
15. ×を→○に 中 けれども人々は法律を違反する場合もあります。 
16. ×を→○に 中 
それは一人で四輪を運転することは 禁止されていて、誰がそのルールを違反したら、罰
金を払わなければならないです 
17. ×を→○に 上 急激に変化している時代を立ち向かうために日本の子供たちに力を付けるのは大切だ。 
18. ×を→○に 上 でもこれを立ち向かっていくのは偉い人のこと である。 
19. ×を→○に 上 そのわけで他の人々にだまされて、様々な問題を直面した。 
20. ×を→○に 上 
２才のときから詩を作れる人であり、20 才のときのとても難しい役人の上級昇試であっ
た方略試を合格した。 
21. ×を→○に 上 
私も、高校を卒業した後、工学の試験を合格したが、経済的な問題があった理由入学で
きなかった。 
22. ×を→○に 上 
私の近所の人々は、○○大学の入学試験を合格して、そこに行って勉強をしても最後ま
で続けることができないと言って、私を恐れていた。 




24. ×に→○を 中 その方法で、２年や３年にかけてスッポンは売るために大きくなる。 
25. ×に→○を 上 年にとるにつれて変わるものだ思います 
26. ×が→○を 下 宝をまず持っていくことが決意しました。 
27. ×が→○を 下 なぜならば、悪いことがしませんから。 
28. ×が→○を 下 
私は自分でたばこを吸わないのですが、いつもたばこを吸っている人々の中で過ごして
いるので私はいつも風邪が引いているわけです。 
29. ×が→○を 中 それで、源氏物語から影響が受けたように見えます。 
30. ×が→○を 中 
精神病院の中にいた一人目の男が作った装置は悪事をする人間をかんていし、脳手術を
行い、治療がすることができる装置であった。 
31. ×が→○を 中 自分で部屋を掃除するや洗濯するや買い物をするなどが、自分ですることは問題です。 
32. ×が→○を 中 よだかはいいことがしても、他の鳥は大切しませんでした。 
33. ×が→○を 中 
つまり、平安時代の女たちが最初に自分の周りの世界を見て、これが体験しましたが、
後でその体験したことを書くことにして書くはじめました。 
34. ×が→○を 中 紫式部は自分の生活たくさんことが体験しました。 
35. ×が→○を 中 良い点として、今お金の管理、つまりお金を貯金するのが習いました。 
36. ×が→○を 中 それから、インドの各州の人々の文化とか生活を見て、自分のために良いが習います。 
37. ×が→○を 中 キャンパス生活のおかげで私は独立になって、今全部のことが自分でやります。 
38. ×が→○を 中 
一方、それは私たちの寮にはありませんが、学部に届いて、そのシステムがよく使うこ
とができます。 
39. ×が→○を 中 話のその部分は「虚構性」が表します。 
40. ×が→○を 上 そのため道真が何が企んでいる 
41. ×は→○を 下 私にとってそのことはとても大切にしなければならないことだから。 
42. ×は→○を 中 先、言語学部三人の人に事件は例として挙げます。 
43. ×は→○を 上 
例えば、19 才だったとき、私の夢は日本語をよく勉強していい仕事に就くことだったが、
今の２３才の私の夢はこれから結婚生活はよく送るようにということである。 
44. ×の→○を 下 しかし一国の経済のなどの計算するのが非常に難しい。 
45. ×の→○を 下 
なぜかというと、国に住んでいる何万の経済(家庭)と幾つの企業の経済などの計算する
のが大変なことだ。 
46. ×の→○を 下 
たばこを吸いたい人はもし吸いたいなら彼は公園や映画館や駅や停留所などのような公
の所のやめて、一人だけのいる所に吸った方がいいと思います。 
47. ×の→○を 下 たばこの広告することもやめなければなりません。 
48. ×の→○を 中 親族内の場合、年齢を基にして目上と目下の決定します。 
49. ×の→○を 中 
このように、カープールをしたり、公開きかんの利用をしたり、格会社の始時間を変え
たりすることで、簡単に交通渋滞の解決ができると思う。 
50. ×の→○を 中 下人は老婆から善悪について聞いた終、餓死をするか、盗人になるの問題の解決した。 
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51. ×の→○を 中 作者は日本の代表している「宮沢賢治」である。 
52. ×を→○で 下 目的と違うコースをしっかり勉強していたから、二人の夢がなくなっていた。 
53. ×で→○を 下 
近頃、若者の間でたばこの好きな者がだんだん増えているが、何か対策を取らないと、
肺がんで患う人が増えていきます。 













57. ×を→○と 下 名前ラムとラクシュマンとシャタルガンとバラットをつけました。 
58. ×を→○と 下 その日はディークリーという日を呼ばれます。 
59. ×と→○を 下 日本ではヒンディー語とインドでは日本語を学ぶ必要が増やすと思います。 




61. ×から→○を 下 猫の話を聞くと猿は大きい部分からかじっていました。 
 
HJL の書記資料における｢知覚｣の誤用（混同のみ） 
# 種類 レベル 誤用 
1. ×を→○に 下 
子供たちは、テレビでそのコマーシャルを見て、家で父親を吸って注目すると、一度吸
ってみようかと言って、経験のために吸う。 
2. ×に→○を 下 
ライオンはとても怒って、吠え声を出して井戸の中に見ると自分の反映を見て怖く顔を
しました。 
3. ×に→○を 中 途中で下に見ると、他の罪人たちも何百何千糸に登りはじめた。 
4. ×に→○を 中 そして、下に見たとたくさん罪人も登ってきました。 
5. ×が→○を 下 ある日歩いてとき一つのパンがふと見付けました。 
6. ×が→○を 中 もう大変だったが、最後に、ある水差しが見付けました。 
7. ×が→○を 中 しかし、話の最後にもう一度「虚構性」ということが見ることができます 。 
8. ×を→○が 下 先生は皆にその鳥を撃つすると言いましたが皆に何を見えるのかと聞きました。 
9. ×を→○が 下 そうすると、アルジュナを除いて皆は鳥や葉や木や枝などを見えると答えました。 
10. ×を→○が 下 でもアルジュナは鳥の目だけを見えると答えたが、先生に大変喜ばせました。 
11. ×を→○が 下 
その結果、そのときから今までももし誰かの犬を誰かの猫を見ると彼らの荷物のことを
聞きに猫を追います。 





13. ×を→○が 下 ある日彼女はサガルを他の女性と一緒に遊んでいるのを見て怒りました。 
14. ×を→○が  彼は馬の音を聞こえと石の後ろにかけました。 




16. ×を→○が 中 
カンダタの主人公は一人だけで切れそうな蜘蛛の糸に他の罪人たちをありのような行列
を作って、後を追っているのを見てこんなことを言った。 




18. ×で→○を 中 でも、どこで見ても家しかなかった。 
 
HJL の書記資料における｢社会的相互作用｣の誤用（混同のみ） 
# 種類 レベル 誤用 
1. ×を→○に 下 たばこは環境を害を与えます。 
2. ×を→○に 下 新世代を元気な国を与えるために。 
3. ×を→○に 下 あの老人はあの人を宝下駄をあげた。 
4. ×を→○に 下 でもあの人は与たった時間でおじさんをお金を返えすことができませんでした。 
5. ×を→○に 下 
俳優たちが果たす社会の中での役割は、観客やテレビを見る人たちなどを演技を見せる
役割です。 
6. ×を→○に 下 
この食事はお客様たちをレストランのメニュで何があるかと見せるために置いている
レプリカである。 
7. ×を→○に 下 お客様をメニューに何があるのをちゃんと見せるために展示する。 
8. ×を→○に 下 たばこが好き人をどんなに教えても無だだと思う。 
9. ×を→○に 下 この男性が今まで踊り子たちを二度会うことができました。 
10. ×を→○に 下 鰐は「妻はあなたを会いたいです。私の家へ行ってくださいませんか。」と言いました。 
11. ×を→○に 下 そして弓道をしている人を調べてエカラビャを会いました。 
12. ×を→○に 下 
私にとって優秀な学生だけの方をいつも指示したり、褒めたりして、よくない学生をい
つも叱ることや憎しむことはいい先生の性格ではないと思います。 
13. ×を→○に 中 
主人公は管理人を部屋代を払って行くとき、管理人に「他の荷物はないでしょうか」と
聞かれて、主人上は「この拳銃だけで、他にはないもない」と答えた。 
14. ×を→○に 中 
このような社会的な弱い人を自身を持たせると普通の人よりもっと偉いことができる
と思う。 
15. ×を→○に 中 神様はナラダ氏を石油で一杯ある一つのおまるをお渡しました。 





17. ×を→○に 中 
鷹は主人公のよだかを名前を改めようと命じたが、よだかはどんなことがあっても神様
からくださった名前を変わらないと決心した。 
18. ×を→○に 中 鷹はよだかを名前を改名するのために命じました。 
19. ×を→○に 中 よだかの名前は鷹と似ているですから鷹はよだかを名前を改名のために命じました。 
20. ×を→○に 中 
銀杏の木の枝から下りて いる銀杏の実が母親の銀杏の木をさよならさようならと言っ
たはじめた。 
21. ×を→○に 中 
カンダタはお釈迦様によってさしあげた蜘蛛の糸を登っていたとき、他の罪人たちも登
っていることを見て彼らをこう言って下りるように命じました。 
22. ×を→○に 中 
その上、子供の自立をもっと大切に思っているお母さん（いてふの実）は自分の痛みを
見せずに子供たちを笑顔でさよならと言った。 
23. ×を→○に 中 
自分が結婚したくなかったので、この貴公子と帝を直接言えなかったので、彼などに不
可能みたいな仕事を与えました。 
24. ×を→○に 中 
主人公の清吉は少女を自分の魂を刺り込むために頼んでいたとき、少女にそう言いまし
た。 
25. ×を→○に 中 よだかは鷹を「改名より死んだほうがいい」と答えた。 
26. ×を→○に 中 柏木は源氏物語の正妻の女三を求婚しました。 
27. ×を→○に 上 天満天神を祈ると入学試験に合格できるという信仰がある(からである)。 
28. ×に→○を 下 学生たちに褒めることがよくあります。 
29. ×には→○を 中 
でも、日本語には目下には、名前とか「あなた」で良いですが、目上なら家族名詞とか
地位名詞で呼びます。 
30. ×に→○を 中 
それと、お母さんはどんなに苦しんでも、悲しくても一言も言わないで、彼らの準備に
手伝ってあげている。 
31. ×に→○を 中 源氏は重病になって記のへ来てうつせみに迎えた。 
32. ×に→○を 上 
ご一緒に市内観光にご案内したり、買物に手伝ったりしていただいたことを今考えてみ
ると懐かしく思い出します。 
33. ×に→○を 上 
ご一緒に市内観光にご案内したり、買物に手伝ったりしていただいたことを今考えてみ
ると懐かしく思い出します。 
34. ×に→○を 上 
省みれば、二年前モサイで様々なことにご指導していただいたおかげでやっと，ずっと
前から期待していた自分の夢の大学で就職することなりました。 
35. ×を→○が 中 
「パブ場ではタバコを吸う人を料金を払わなければなりません。」という法律もなけれ
ばなません。 
36. ×が→○を 下 
寿司をはじめ、フライドライス、肉、ケーキ、果物などほとんどの食べ物の可愛いレプ
リカが買うことができる。 
37. ×が→○を 中 
一人の男の銀杏の実は、母親が薄荷水がくれなかったので、羨ましくなり、一方でお母
さんと別れてばらばらになることを 気付いてしまいたちはお互いに謝った。 




39. ×が→○を 上 それから、今もインドは日本から電子機、鉄、自動車などが輸入しています。 
40. ×は→○を 上 だから、インドから植物は日本に輸出すると両国のためにより結果をもたらします。 
41. ×の→○を 中 日本語には、目上の人の名前で呼びかけることができません。 
42. ×の→○を 中 分割線より目下の人々は、自分の言及するとき、親族名で呼ぶことができません。 
43. ×の→○を 中 私の意見は政治がタバコの売るのをやめるのほうがいいです。 
44. ×の→○を 中 つまりタバコの売るのは禁じります。 
45. ×の→○を 上 インドも日本に様々な物、例えば、果物、スパイス、コーパルなどの輸入している。 

















50. ×のに→○を 中 もし、対者の欠点なのに責めるは彼の自尊心を傷付けてしまう。 
 
HJL の書記資料における｢追求｣の誤用（混同のみ） 
# 種類 レベル 誤用 





3. ×に→○を 上 社会に訪ねる災いや飢餓が霊の結果「陰陽師」の決断通り強く信じられていました。 





# 種類 レベル 誤用 




2. ×を→○に 中 
一人の男の銀杏の実は、母親が薄荷水がくれなかったので、羨ましくなり、一方でお母
さんと別れてばらばらになることを気付いてしまいたちはお互いに謝った。 






4. ×を→○に 中 准に住んだとき、源氏は並々の音を聞いて自分人生の若しませることを気付いた。 
5. ×を→○に 中 母は子供らから別れるのことを気付いてまるで死んだようだ。 
6. ×を→○に 上 意志があるところは道がある。意志がなければ、道を迷ってしまう。 
7. ×を→○が 下 この食べ物は偽物でメニュの内容を一目で分かるように、レストランはこれを展示する。 
8. ×を→○が 下 
この食べ物のとうげいはレプリカで、お客観見が、一ちらしでメニューを分かるになる
ためレストランがこれを展供する。 
9. ×を→○が 下 そして「団結は力なり」と言って息子さんがこのことをよく分かりました。 
10. ×を→○が 下 ということを分かりました。 
11. ×を→○が 中 
禁煙のパスターを見ている人もこれの意味を分かってもそのところでタバコを吸ってい
ます。 
12. ×を→○が 中 ナラダ氏は自分の欠点をよく分かりました。 
13. ×を→○が 中 それは残念ですが、あの学生たちが家族のために考えないで責任を分かりませんでした。 
14. ×を→○が 中 
前、私は人々の良い気持ちと悪い気持ちを分かることとが全然出来ませんでした、けれ
ども、今私が大体できます。 
15. ×を→○が 中 ここに住んで、何かの良い点と問題点をゆっくり分かるようになりました。 
16. ×を→○が 中 
しかし、○○大学に生活を始めてから、このことの色々な良い点悪い点を分かるように
なります。 
17. ×を→○が 中 金の大切さを分かりました。 
18. ×を→○が 中 
よだかは皆から嫌がられて、地上の苦しみをよく分かってきたが、仏教のこと慈悲を感
じて、兄弟の川蝉を 必要だけ魚を捕るアドバイスをした。 
19. ×を→○が 中 
「虔十公園林」という作品を読んで「本当の知恵とは何か」ということをよく分かるよ
うになった。 
20. ×を→○が 中 この短編童話は、このような子供をどうやって取扱うかということをよく分かってきた。 
21. ×を→○が 上 
そして、古事記の文章大のに対する指導を祈願したとき、真淵がおっしゃったのが、「古
事記」を分かる前万葉集に入り、万葉仮名への知識が必要です。 
22. ×が→○を 下 今年は私の最後のキャンパス生活あるかもしれないが、この 3 年間がずっと忘れません。 
23. ×が→○を 下 前の生活と今の生活を見ると、たくさんの変化が認めます。 
24. ×が→○を 下 この占を読んだ後、私が平安時の女性たちの立場が理解しました。 
25. ×が→○を 下 
勿論、これは私たちの健康のために悪いですが、それがよく知るのに、こういうライフ
スタイルを受けています。 
26. ×は→○を 下 良いことと悪いこととの違はよく理解できるから。 
27. ×は→○を 下 もし、やんきの代わりにものの意味は理解すると、私たちも一番になれます。 
28. ×を→○は 下 この公害を減少するために政府を思安しなければなりません。 
29. ×を→○も 中 
それで、自分がやっていることをする前にそのことの利点も弱点を考えなければならな
い。 
30. ×を→○と 下 それは有害の物だを知っているなのにやめないそうです。 
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31. ×を→○と 下 
たばこを吸いている人は隣の人がこのことがら悪い効果があるを思わないでそのことを
します。 











# 種類 レベル 誤用 
1. ×を→○に 下 しかし、今も二この猫が自分の部分を満足しませんでした。 
2. ×を→○に 下 
だから他人に不安をさせない、子供を悪い影響から避けるため公共所でたばこを吸わな
い権利を規定されたらいいと思う。 
3. ×を→○に 上 
その期待していることを実現するため色々苦労を耐えなければならないが、一度夢が叶
ったらそれに関わる嬉しさは言葉では表せないほどである。 
4. ×に→○を 下 その結果、カケィーさんは自分の間違いに後悔した。 
5. ×に→○を 下 マヅリディクシットはその間からサガルに愛しはじめていた。 
6. ×に→○を 下 ロボットは人間の間に住んでいたので女優のアシュワリヤライに愛しはじめる。 
7. ×に→○を 下 
だから他人に不安をさせない、子供を悪い影響から避けるため公共所でたばこを吸わな
い権利を規定されたらいいと思う。 
8. ×に→○を 下 でもアルジュナは鳥の目だけを見えると答えたが、先生に大変喜ばせました。 
9. ×に→○を 下 例えば、寅さんは授業中、勉強で疲れて学生たちに楽しませて、気持ちをよくします。 
10. ×に→○を 下 けれども他の人たちも気に付けて、バスや電車や公場などには吸ってはいけません。 
11. ×に→○を 下 昔のインドの物語が子供たちにいつも引き付けることがある。 
12. ×に→○を 中 
紫式部はこのような苦しみと矛盾的な世界から救い、浄土を得るために浄土思想に信じ
はじめた。 
13. ×に→○を 中 虔十はとても頑張っていた人であったが、自分のしたことにも信じていた。 
14. ×に→○を 中 最終には紫式部は苦しむ人生から逃げるために浄土主義に信じていた。 
15. ×に→○を 中 一般的な人々は弱肉強食に信じて、他の人を困らせる。 
16. ×が→○を 中 私は、政治的なことにあまり興味がないから、この自治会が嫌がっています。 
17. ×が→○を 中 外の社会が怖がっているからだと思う。 
18. ×と→○を 下 一方あの村の中にも三人の男生が彼女と愛するようになった。 
19. ×と→○を 下 でもあのう三人の男性は彼女と愛していたので、彼女の戻りのが待っていた。 
20. ×と→○を 下 Raj Malhotra は一つの彼女と愛しています。 
21. ×と→○を 下 彼女も Raj Malhotra と愛しています。 







24. ×の→○を 下 マヅリディクシットは彼のだんじょに大好きですからサガルに熱の上げている。 
 
HJL の書記資料における｢関係｣の誤用（混同のみ） 
# 種類 レベル 誤用 
1. ×を→○に 下 
食べ物のレプリカを基づいて、小型のキボール、携帯電話のストラップ、ブックマークが
はやっています。 
2. ×を→○に 下 たばこを吸えた人の他に次の立ってと座って人もこのたばこを吸うからがんをなります。 
3. ×を→○に 下 
自分の子供バルタに王様をなるためにカケィーさんはお父さんに三約束を思い出してか
らラマに十四年に行かれた。 
4. ×を→○に 上 
この 10 日間何かとお世話になり、ご優遇されたことを心からご感謝の気持ちを抱いてお
ります。 
5. ×に→○を 下 
しかしながら、会社に入ったばかり大学で卒業した男性や女性の始めの給料に差がなく
て、３０歳後女性の定委は男性に下回ります。 
6. ×が→○を 下 インドではこの映画は人気が持って、とても有名です。 
7. ×が→○を 下 
すぐ二人は親しくなって彼女は携帯電話が持ってないので、二人は自分のメールアドレス
を交換してしまいました。 
8. ×が→○を 下 今も、男性がその踊り子に会うような期待が持っていました。 
9. ×が→○を 中 その一は、彼女らは受領階級が高い一族に生まれ、漢学的な素養が持っていたから。 
10. ×が→○を 中 
それだけでなく日本では駐車料金はとても高くて、車を買う前に人が車を駐車する所が持
ってないと買えない。 
11. ×が→○を 上 
日本人はある思想を取り入れるとき、心から耳っていないような意見が若者が持ってい
る。 
12. ×の→○を 中 ただきれいな顔だけの持っていて、彼女はいつも笑顔をしていて話にも親切だった。 
13. ×の→○を 中 本来は愛情を含めて心を引かれるものの意味していたのである。 
14. ×を→○で 中 お母さんもそのことを悲しくなって子供たちに旅に役立つはっか水筒をあげました。 
 
HJL の書記資料における｢移動｣の誤用（混同のみ） 
# 種類 レベル 誤用 
1. ×を→○に 下 ですから私に化学部を卒業して欲しかった。 
2. ×を→○に 下 次の日に、猿は鰐の背中を乗って島へ行きました。 
3. ×を→○に 下 猿は嬉しくなって、鰐の背中を乗りました。 
4. ×を→○に 下 しかし、カサブランカ今もうその所を立っていた。 





6. ×に→○を 下 ですから私を化学に卒業して欲しかった。 
7. ×に→○を 中 
例えば、キャンパスにいた三人の男がアル中になってオートバイに乗って、キャンパス
に回ったとき、事件に会って死亡しました。 
8. ×に→○を 上 インドに 生まれた仏教が韓国に経由して、日本に導入されて、普及したこと。 
9. ×を→○が 中 環境を破壊すれば、この世界はもう生き物を住めなくなるかもしれない。 
10. ×が→○を 上 そのとき、京都に「阿衝」という言葉をめぐって半年も討論が経ていたのです。 
11. ×を→○で 下 ２０年前の自動車をデリーの道を運転することを禁じられました 。 
12. ×で→○を 下 
しかしながら、会社に入ったばかり大学で卒業した男性や女性の始めの給料に差がなく
て、３０歳後女性の定委は男性に下回ります。 
13. ×で→○を 中 
このキャンパスの中では、どこかへ行く気持ちだったらいつでも寮から出てキャンパスの
中で回りことができます。 
14. ×で→○を 中 
例えば、同級生と一緒に酒を飲んでバイトでスピードを出し過ぎて、キャンパスで回り
ます。 












② Language background 
Mother tongue（母語）:    ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_ 
Second language（第２言語）: ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_ 
Third language（第３言語）:  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_ 
Language you feel the most comfortable using 
 （最も使用しやすい言語）:    ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 
③ Japanese language education 
Japanese language institute(s) you have studied in（日本語学歴）: 
Institute & Course name（機関・コース名） Course duration（コース期間） 
1)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿      ＿＿＿年＿＿月〜＿＿＿年＿＿月 
2)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿      ＿＿＿年＿＿月〜＿＿＿年＿＿月 
3)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿      ＿＿＿年＿＿月〜＿＿＿年＿＿月 
4)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿      ＿＿＿年＿＿月〜＿＿＿年＿＿月 
JLPT level you last cleared（合格したレベル）: N/J＿＿、 ＿＿年 
JLPT level you last attempted（挑戦したレベル）：N/J＿＿、 ＿＿年 
Have you studied in Japan（日本留学経験） 
 1) Yes （はい）  ＿＿＿年＿＿月〜＿＿＿年＿＿月 








)  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿                 Year(年次
ねんじ




Please fill in the blanks with any one of the following particles: 
 




































①adhyapak ②mere sawaal  























 ____ 影 響
えいきょう
しました。 
①adhyapak ②shabd  



































①accha restaurant ②milna  
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①mushkil prashn ②poocha gana  










①pati ②talaaq  


























































































①robot ②aankh ③cheeze  












①sab students ②surakshit  







































①logo ki galti ②hasna  







 ____ 卒 業
そつぎょう
しました。 











①bada  bhai ②lamba samay  































































①library ②shabdkosh  
③rakhna/hona 
















①chai ②peena  
























































①thakna ②ped  








①jaanwar ②aag ③darna 
 
 穴埋め式テストの回答－上位群（18 名） 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
1.このリンゴ___四つに切ってください。 を を を を を を を を を を を を を を を を を を 
2.先生は私の質問___一つ一つ答えてくれました。 に を に を に に に に を に に に に に を を に に 
3.私はパソコン___壊してしまいました。 に を を を を を を を を を を を を を を を を を 
4.このニュースについては、新聞___読んだことがあります。 に に が に で に を で を で で に で に で に を で 
5.先生の言葉が私の将来___影響します。 を を に に を に を に を を に を を に に に に を 
6.学生は眠そうに、先生の話___聞いています。 を を を を を を を を を を を を を を を を を を 
7.車はトンネル___通りました。 を を を を を を を を を を を を を を を を を を 
8.妹は母___よく似ています。 に と と と に に と に に と と に と と に に と と 
9.いいレストラン___見付けたので、今度行きましょう。 を を を を を を を を を を を を を を を が が を 
10.難しい質問を聞かれて、返事___困りました。 に が に を に に が に に が で に で で で に が で 
11.彼女は夫___離婚して、ふるさとに帰りました。 と と と と と と と を と と と と から と と と から と 
12.父が６時に家___戻りました。 に に に に に に に に に に に に に に に に に に 
13.昨日、友達の家___訪ねました。 を を を を を を を を を を を を を を に を に を 
14.彼は国___愛しています。 を を を を に を を を を を を を と に を と を と 
15.家___煙が出ていました。 から から から から から で から から から から から から から から から から から は 
16.期末テストがレポート___代わりました に に に に が × が に に に に に に が が に を が 
17.右にある大きな建物___見えますか。 が が が が が が が が が が が が が が が が が が 
18.夏の日ざし___避けるために、日がさをさしました。 を を を を を を を を を を から を を を を を が を 
19.車が道___走っています。 を を を を を を を を を で を を を を を を を を 
20.このロボットは、目で物を見て、やり方___考えて、仕事
をします。 





 21.先生は学生全員が無事の知らせ___安心しました。 に で に で で で で に で で で を で で で で から で 
22.ろうそくの炎が風___揺れています。 で に で で で に で に で で で で で で で で で で 
23.すみません、ここ___座ってもいいですか。 に で に で で に に に に に に に に に に に に に 
24.テキストの意味___理解しましたか。 を を を を を × を を を を を を を を × を を が 
25.山田さんが来るの___待ってください。 まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで を 
26.私は毎日母___手伝っています。 を を に を に を を を を を を を を を に を を を 
27.私は 2005年に高校___卒業しました。 を を を を を を を を を を を を を を を を を を 
28.兄は長年の彼女___別れました。 と と と と と と と から と と と と と と と と に に 
29.次ぎの駅で電車___降りてください。 を を を を を を を から を から を を を を を から を を 
30.危ないから、ストーブ___離れて遊びなさい。 から と と から と から と を から から から と から と と と から に 
31.母は神様に子供の安全___祈りました。 を を を を を を を を を を を を を を を に に を 
32.半分ぐらいの社員がまだ会社____残っていました。 に に に に が に に に で に に に に に に に で に 
33.電車は広島駅___過ぎました。 を を を を を を を を を を を を を を を を に を 
34.この図書館はいい辞書___たくさん持っています。 を が が を を が が を を を が を が が が を が が 
35.レモンはビタミン C___多く含んでいる。 を が が が が を が が が が が が で で が が を が 
36.このお茶を飲むと体___温まります。 が が が が が が が が が が が が が が が が が が 
37.私は彼をバス停___車で送りました。 まで まで まで まで まで に まで まで まで まで まで まで まで で まで まで まで に 
38.この山___越えると隣の国です。 を を を を を を を を を を を を を を を を を を 
39.ライオンは私たちの車___近寄って来た。 に に を に が に に に まで を まで まで に に まで に に に 
40.弟はサッカー選手___憧れています。 に に に を に に に に に を から に に に に に に と 
41.疲れましたので、木の下___休みましょう。 に に に に に に に で で で で で で に に に に に 






 穴埋め式テストの回答－中位群（18 名） 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
1.このリンゴ___四つに切ってください。 を を を を を を を を が を を を を を を が を を 
2.先生は私の質問___一つ一つ答えてくれました。 に に を を を に を に を を に に を を に を を に 
3.私はパソコン___壊してしまいました。 が を を を を を を を が が を を を を を を を を 
4.このニュースについては、新聞___読んだことがあります。 に を に を に に を に で で に に を を に で で を 
5.先生の言葉が私の将来___影響します。 まで を に に に に に を に に を に まで を に に に に 
6.学生は眠そうに、先生の話___聞いています。 を を を を を を を を を を に を を を を を を を 
7.車はトンネル___通りました。 から を を を を を を を を を を を を を を を を を 
8.妹は母___よく似ています。 と に に に と に に に と に に に に に と に と に 
9.いいレストラン___見付けたので、今度行きましょう。 を を を が を を に が が を を で を を を で が を 
10.難しい質問を聞かれて、返事___困りました。 に に に で に で に に に に で に に を に で が に 
11.彼女は夫___離婚して、ふるさとに帰りました。 と と と と と に と と と から と と と を を と と と 
12.父が６時に家___戻りました。 に に に に へ に に に に に に に に に を に に に 
13.昨日、友達の家___訪ねました。 を に を を へ を を を に を を を を を に を を を 
14.彼は国___愛しています。 を を と を と を を を が に を に を を と と と を 
15.家___煙が出ていました。 で から で から から から から で から から から から から から から から から で 
16.期末テストがレポート___代わりました と が を が に に で に が に が と が × に に が に 
17.右にある大きな建物___見えますか。 が が が が が が が が が が が が が が が が が が 
18.夏の日ざし___避けるために、日がさをさしました。 から から を を を を を を から を から を を から に から を を 
19.車が道___走っています。 を を を を を を を を で を を を を を に を を を 
20.このロボットは、目で物を見て、やり方___考えて、仕事
をします。 





 21.先生は学生全員が無事の知らせ___安心しました。 で から が で で を で に が に で で で から に から に まで 
22.ろうそくの炎が風___揺れています。 で を が で で で で で で で で で で で に に で で 
23.すみません、ここ___座ってもいいですか。 に で で で で に で で に に に に に に で に に で 
24.テキストの意味___理解しましたか。 を を を を を が が が が が を を を を を が を を 
25.山田さんが来る___待ってください。 まで まで に まで まで まで まで まで を まで まで まで まで まで × を まで まで 
26.私は毎日母___手伝っています。 に を を を を を を を を に を に を を に を を を 
27.私は 2005年に高校___卒業しました。 を を を を を を を を から から を を を を を で を を 
28.兄は長年の彼女___別れました。 と から と と と と から を と を と と と から と に と が 
29.次ぎの駅で電車___降りてください。 を を から を を を を を を を を を を を から が を を 
30.危ないから、ストーブ___離れて遊びなさい。 と と と から から に から に から に と と と を と から から から 
31.母は神様に子供の安全___祈りました。 を を に に に を に を に に を を を に を を を を 
32.半分ぐらいの社員がまだ会社____残っていました。 に に で に に に に で に に が に を × に で で に 
33.電車は広島駅___過ぎました。 を を を を を を を を を に まで を を を を で を を 
34.この図書館はいい辞書___たくさん持っています。 を が を が を を が が まで が を が が を を が が が 
35.レモンはビタミン C___多く含んでいる。 で で で で を が を が に で を が で で が が が で 
36.このお茶を飲むと体___温まります。 が が を が が が が が が が が が が が が が を が 
37.私は彼をバス停___車で送りました。 まで まで から まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで に × まで まで 
38.この山___越えると隣の国です。 を を を を を を を を を を を が を を を から を を 
39.ライオンは私たちの車___近寄って来た。 と に から に に に に に まで に まで まで に に に が を まで 
40.弟はサッカー選手___憧れています。 で に に に に に に に が に に で に に に から が と 
41.疲れましたので、木の下___休みましょう。 に で で に に に で に に に で に で に で で に に 






 穴埋め式テストの解答－下位群（16 名） 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 
1.このリンゴ___四つに切ってください。 を を を を を を を を が を を を を を を を 
2.先生は私の質問___一つ一つ答えてくれました。 に に を を を に を に を を に に を を を を 
3.私はパソコン___壊してしまいました。 を を を を が を を を を を を が を を を を 
4.このニュースについては、新聞___読んだことがあります。 に を に を に に を に で で に に を を に で 
5.先生の言葉が私の将来___影響します。 を を に を を で を に に を を を に を に に 
6.学生は眠そうに、先生の話___聞いています。 を を を を を を を を を を を を を が が を 
7.車はトンネル___通りました。 に を を を に を を で を を を を を で を で 
8.妹は母___よく似ています。 に と に を と と と に に に に に と に に に 
9.いいレストラン___見付けたので、今度行きましょう。 が が で で が を を で が から が から を で で が 
10.難しい質問を聞かれて、返事___困りました。 が に に が に を に に で に に で に を が が 
11.彼女は夫___離婚して、ふるさとに帰りました。 と と と と と に と と と から と と と を を と 
12.父が６時に家___戻りました。 を を に に × に に を に に に に で に に に 
13.昨日、友達の家___訪ねました。 を を を まで に を まで を を に で を を で を に 
14.彼は国___愛しています。 を と を に から を を と を を を を と を を に 
15.家___煙が出ていました。 で から で から から から から で から から から から から から から から 
16.期末テストがレポート___代わりました が を に が から に を に × を が が を が に が 
17.右にある大きな建物___見えますか。 が が が が が が が が が が が が が が が が 
18.夏の日ざし___避けるために、日がさをさしました。 から から を から から から から を が から を で から から に まで 
19.車が道___走っています。 を を を を を を を を で を を を を を に を 
20.このロボットは、目で物を見て、やり方___考えて、仕事
をします。 





 21.先生は学生全員が無事の知らせ___安心しました。 で から が で で を で に が に で で で から に から 
22.ろうそくの炎が風___揺れています。 で を が で で で で で で で で で で で に に 
23.すみません、ここ___座ってもいいですか。 に に に に で で に で で で に で に で で に 
24.テキストの意味___理解しましたか。 を を を を を を を を が が を を を が を を 
25.山田さんが来る___待ってください。 まで まで に まで まで まで まで まで を まで まで まで まで まで × を 
26.私は毎日母___手伝っています。 に を に に を を を に に を を に を に を に 
27.私は 2005年に高校___卒業しました。 を を を を を を を を を を を を を から に から 
28.兄は長年の彼女___別れました。 と と と と と と と から と と と と と と と と 
29.次ぎの駅で電車___降りてください。 を を から を を を を を を を を を を を から が 
30.危ないから、ストーブ___離れて遊びなさい。 と と と から から に から に から に と と と を と から 
31.母は神様に子供の安全___祈りました。 を を を を に に に を に に に に を を に に 
32.半分ぐらいの社員がまだ会社____残っていました。 で に に に まで に で で に を で を に に に から 
33.電車は広島駅___過ぎました。 で を を まで で を まで で を を まで を を を に まで 
34.この図書館はいい辞書___たくさん持っています。 が を が が が を を を が を が が が で が が 
35.レモンはビタミン C___多く含んでいる。 が が で で が で で に が で が で に が を が 
36.このお茶を飲むと体___温まります。 が が を が が が が が が が が が が が が が 
37.私は彼をバス停___車で送りました。 まで まで から まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで に × 
38.この山___越えると隣の国です。 を に を を を を を を を を が を を を が が 
39.ライオンは私たちの車___近寄って来た。 に に に を まで と に に と を が に に に に まで 
40.弟はサッカー選手___憧れています。 × に に が に に に に に に を に に に が から 
41.疲れましたので、木の下___休みましょう。 に で で に に に で に に に で に で に で で 
42.動物は火___恐れるのです。 を に から で で から から で から が から から で から × から 
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